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【
論
文
］

【
要
旨
一
横
浜
正
金
銀
行
の
正
副
頭
取
や
取
締
役
の
氏
名
や
経
歴
に
つ
い
て
は
よ
く

知
ら
れ
て
は
い
る
が
、
一
般
行
員
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
開
業
当
初
の
職
制
や
人
数
な
ど
も
不
明
な
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は

新
た
に
収
集
し
た
史
料
を
も
と
に
、
正
金
銀
行
の
創
業
当
初
の
職
制
や
行
員

の
氏
名
を
明
ら
か
に
し
た
。
当
初
の
行
員
に
は
慶
応
義
塾
の
福
沢
諭
吉
に
連

な
る
人
員
が
多
く
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
単
に
福
沢
人
脈
と
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
銀
行
簿
記
や
英
語
を
熟
達
し
た
人
材
で
あ
る
こ
と
に

重
視
さ
れ
た
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
｝

横

浜

正

金

銀

行

創

立

期

行

員

職

制

横
浜
箙
金
銀
行
創
立
当
初
の
職
制
と
行
員
に
つ
い
て

寺

嵜

弘

康

横
浜
正
金
銀
行
の
第
四
代
頭
取
原
六
郎
の
事
績
を
綴
っ
た
『
原
六
郎
翁
伝
」
中

（

１

）

巻
に
図
１
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
正
金
銀
行
の
建
物
を
背
景
に
し
、
原
を

は
じ
め
行
員
二
九
人
が
三
列
に
な
ら
び
、
何
か
の
記
念
日
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
四
名
を
除
け
ば
皆
洋
服
に
帽
子
と
い
う
姿
で
、
当
時
の
集
合
写
真
に
よ

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
員
の
多
く
は
カ
メ
ラ
に
正
対
せ
ず
右
か
左
に
顔
や
体
勢

を
す
こ
し
向
け
た
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
。
写
真
に
は
「
翁
が
頭
取
た
り
し
頃
の

横
浜
正
金
銀
行
役
員
（
明
治
二
十
年
頃
ど
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
、
列
ご

と
に
行
員
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。
人
名
に
は
一
部
誤
記
が
見
ら
れ
る
の
で
、

図
１
の
下
に
修
正
し
て
掲
載
し
た
。
前
列
は
頭
取
・
取
締
役
な
ど
で
、
中
列
と
後

列
に
は
一
般
行
員
が
並
ん
で
い
る
。
原
や
相
馬
永
胤
、
木
村
利
右
衛
門
な
ど
の
銀

行
幹
部
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
経
歴
な
ど
も
把
握
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
他
の

行
員
に
つ
い
て
は
皆
目
見
当
が
付
か
な
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
経
歴
な
ど
を
把
握

し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

従
来
よ
り
の
経
済
史
、
金
融
史
な
ど
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
正
金
銀
行
研
究
で

は
一
般
行
員
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、
人
物
伝
な
ど
で
一
部
見

ら
れ
る
も
の
の
、
正
金
銀
行
研
究
と
し
て
は
全
く
蓄
積
の
な
い
分
野
と
い
え
る
だ

（

２

）

ろ
う
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
正
金
銀
行
史
研
究
に
用
い
ら
れ
て
き
た
資
料
に
制

約
が
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
銀
行
の
経
営
資
料
が
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
『
横
浜
正

金
銀
行
史
』
、
『
横
浜
正
金
銀
行
沿
革
史
」
、
『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』
、
『
明
治
財
政

（

３

）

史
」
、
『
明
治
大
正
財
政
史
』
と
い
う
編
慕
資
料
を
活
用
す
る
し
か
な
か
っ
た
た
め
、

編
纂
資
料
に
は
行
員
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

は
じ
め
に
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図1 明治20年頃の横浜正金銀行行員
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『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』
編
纂
に
使
用
さ
れ
た
資
料
を
含
め
た
正
金
銀
行
の
経
営

（

４

）

資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
二
○
○
○
（
平
成
一
二
）
年
に
東
京
三
菱
銀
行
か
ら
東
京
大

学
経
済
学
部
へ
寄
贈
さ
れ
、
同
大
学
武
田
靖
人
教
授
の
尽
力
に
よ
り
整
理
さ
れ
、

（

５

）

重
要
と
判
断
さ
れ
た
資
料
は
丸
善
か
ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
資
料
面
で
の
研
究
条
件
が
格
段
に
向
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
○
一

○
年
か
ら
は
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
学
部
資
料
室
に
て
同
資
料
の

閲
覧
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
銀
行
の
経
営
資
料
を

用
い
た
正
金
銀
行
研
究
が
今
後
一
層
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
に

と
も
な
い
行
員
に
つ
い
て
の
研
究
も
深
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
筆
者
は
二
○
○
四
年
に
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
創
建
一
○
○
周
年
を

（

６

）

記
念
し
た
特
別
展
「
横
浜
正
金
銀
行
ｌ
世
界
三
大
為
替
銀
行
へ
の
道
ｌ
」
を
同
僚

学
芸
員
と
共
に
担
当
し
た
際
に
、
行
員
の
遺
族
や
関
係
者
か
ら
写
真
や
書
類
な
ど

の
関
係
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
に
正
金
銀
行
初
代

リ
ョ
ン
出
張
所
主
任
川
島
忠
之
助
の
関
係
資
料
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
し
た
科

（

７

）

学
研
究
費
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
研
究
の
途
中
で
あ
る
が
、
明

治
中
後
期
の
ロ
ン
ド
ン
及
び
リ
ョ
ン
駐
在
の
正
金
銀
行
員
の
活
動
、
支
店
間
の
交

流
な
ど
に
つ
い
て
そ
の
具
体
的
な
姿
が
明
ら
か
に
な
り
、
ひ
い
て
は
正
金
銀
行
員

の
立
場
か
ら
み
た
正
金
銀
行
史
を
模
索
で
き
る
の
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
っ

た
。
金
融
史
、
財
政
史
か
ら
見
た
横
浜
正
金
銀
行
の
歴
史
を
「
正
史
」
と
す
る
な

ら
ば
、
行
員
か
ら
み
た
同
行
の
歴
史
は
「
裏
面
史
」
で
し
か
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
新
た
な
横
浜
正
金
銀
行
像
を
研
究
成
果
と
し
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
正
金
銀
行
員
に
つ
い
て
現
在
調
査
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
、
従
来
全
く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
横

浜
正
金
銀
行
員
の
氏
名
や
入
退
行
年
代
な
ど
に
つ
い
て
新
資
料
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
「
横
浜
正
金
銀
行
史
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
創
立
当
初
の
「
申

合
規
則
」
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
正
金
銀
行
創
立

当
時
の
職
制
と
行
員
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

（
二
定
款
、
申
合
規
則
、
内
規
に
よ
る
職
制

ア

五

課

制

一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
二
月
二
八
日
に
開
業
す
る
正
金
銀
行
の
職
制
は
、
同

（

８

）

年
二
月
九
日
に
制
定
し
た
定
款
で
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
二
十
九
條
当
銀
行
ノ
役
員
卜
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
左
ノ
如
シ

取

締

役

五

人

以

上

十

人

以

下

頭

取

一

人

内

副

頭

取

一

人

支

配

人

一

人

副

支

配

人

四

人

書

記

方

五

人

出

納

方

八

人

計

算

方

七

人

貸

付

方

三

人

為

換

方

二

人

但
シ
事
務
ノ
繁
閑
ニ
依
り
便
宜
之
ヲ
増
減
ス
ヘ
シ

取
締
役
や
正
副
頭
取
は
、
す
で
に
前
年
一
二
月
一
二
日
の
株
主
集
会
で
八
名
を

｜
正
金
銀
行
の
職
制
と
行
員
数

－3－



選
出
し
、
つ
い
で
同
月
二
六
日
の
取
締
役
会
で
互
選
に
よ
り
頭
取
中
村
道
太
、
副

（

９

）

頭
取
小
泉
信
吉
が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
定
款
で
定
め
る
人
数
は
こ
れ
に
対
応
し
た

も
の
で
あ
る
。
副
支
配
人
四
名
を
置
き
、
書
記
方
、
出
納
方
、
計
算
方
、
貸
付
方
、

為
替
方
の
五
つ
に
分
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
配
人
と
副
支
配
人
は
五
つ
の

分
課
を
所
管
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
次
の
よ

う
な
四
課
制
か
ら
三
部
制
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
な
お
正
金
銀
行
で

は
、
行
員
の
こ
と
を
「
役
員
」
と
称
し
て
い
る
の
は
、
正
金
銀
行
の
定
款
や
申
合

（

、

）

規
則
が
「
国
立
銀
行
条
例
」
お
よ
び
「
国
立
銀
行
成
規
」
に
準
拠
し
て
い
た
た
め
、

「
国
立
銀
行
成
規
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
役
員
」
の
名
称
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
現
代
で
「
重
役
」
を
意
味
す
る
「
役
員
」
と
の
混
同

を
避
け
る
た
め
本
稿
で
は
「
行
員
」
と
し
て
記
載
す
る
。

イ

四

課

制

か

ら

三

部

制

開
業
後
ま
も
な
い
一
八
八
○
年
五
月
に
取
締
役
の
協
議
に
よ
り
最
初
の
「
申
合

（

皿

）

規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
後
の
「
内
規
」
と
同
じ
く
、
行
員
の
職
階
、
給

与
、
服
務
と
い
っ
た
人
事
や
組
織
の
規
則
、
株
券
の
讓
渡
再
発
行
の
手
続
き
ま
で

含
ま
れ
た
内
部
規
則
の
こ
と
で
、
企
業
の
目
的
や
活
動
を
し
め
す
根
本
規
則
で
あ

る
定
款
の
下
位
規
定
に
あ
た
る
。
こ
れ
ま
で
最
初
の
「
申
合
規
則
」
の
原
本
は
な

（

岨

）

い
と
さ
れ
て
お
り
、
正
金
銀
行
が
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
編
慕
し
た
『
横
浜

正
金
銀
行
史
附
録
甲
巻
之
二
に
も
八
一
年
五
月
改
正
の
「
申
合
規
則
」
し
か
収

録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
編
蟇
当
時
か
ら
そ
の
存
在
は
不
明
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
に
八
一
年
五
月
改
正
以
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る

「
申
合
規
則
」
の
写
し
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
そ
の
全
文

（

昭

）

を
註
記
に
て
翻
刻
し
て
お
く
。
正
金
銀
行
縦
罫
紙
一
七
枚
に
全
六
二
の
条
文
が
墨

言
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
写
し
間
違
え
た
条
文
の
数
字
に
は
朱
筆
で
三
四
箇
所
に

訂
正
が
施
さ
れ
、
さ
ら
に
第
川
九
条
と
第
五
○
条
の
二
箇
所
の
条
文
に
つ
い
て
は

全
文
が
見
え
消
し
さ
れ
る
な
ど
、
条
文
の
修
正
や
加
筆
が
い
く
つ
か
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
元
の
文
章
か
ら
写
を
作
成
し
、
さ
ら
に
修
正
や
加
筆
を
加
え
た
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。

八
一
年
五
月
改
正
の
「
申
合
規
則
」
を
「
銀
行
史
本
」
と
し
、
後
者
を
「
公
文

書
館
本
」
と
仮
に
名
づ
け
て
、
両
者
の
条
文
を
対
照
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
条

文
数
は
「
公
文
書
館
本
」
が
六
二
に
対
し
「
銀
行
史
本
」
五
四
と
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
「
銀
行
史
本
」
は
章
番
号
を
付
与
し
条
文
を
再
編
成
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
「
公
文
書
館
本
」
の
行
員
の
職
掌
や
事
務
分
課
が
整
理
さ
れ
る
一
方
で
、

月
給
旅
費
の
規
定
が
「
銀
行
史
本
」
で
は
詳
細
に
規
定
さ
れ
る
な
ど
の
違
い
が
見

ら
れ
る
。
な
か
で
も
雑
則
一
○
ケ
条
が
「
公
文
書
館
本
」
で
は
四
ヶ
條
へ
と
整
理

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
「
公
文
書
館
本
」
は
八
○
年
五
月
制
定

の
「
申
合
規
則
」
を
改
正
す
る
た
め
に
写
さ
れ
た
も
の
判
断
で
き
る
．
と
同
時
に
、

「
公
文
書
館
本
」
が
削
除
加
筆
を
加
え
る
前
の
地
の
文
章
こ
そ
が
最
初
の
「
申
合

規
則
」
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
公
文
書
館
本
」
で
は
、
行
員
の
事
務
分
課
を
六
課
（
計
算
・
出
納
・
為
換
・

（

脚

）

貸
付
・
記
録
・
庶
務
）
と
し
て
い
る
が
、
「
第
一
回
半
季
実
際
考
課
状
」
の
「
役

員
ノ
事
」
の
記
載
で
は
「
開
業
以
来
漸
々
手
代
三
十
一
人
ヲ
雇
入
し
出
納
貸
付
為

（

閲

）

換
庶
務
ノ
四
課
ヲ
担
当
セ
シ
ム
」
と
あ
る
こ
と
と
一
致
し
な
い
。
当
初
は
六
課
制

を
予
定
も
の
の
、
実
際
に
業
務
を
開
始
し
て
み
た
と
こ
ろ
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り

四
課
制
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
一
人
の
行
員
を
六
課
に
振
り
分
け

る
場
合
と
四
課
に
分
け
る
場
合
で
は
一
課
の
配
当
行
員
数
も
大
き
な
違
い
が
あ

－4－
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表1 新旧申合規則条文対照表

|公文書館本」 ｢銀行史本」

行員職掌責任
屋 Z言

第

第一章等級及職掌責任

第一條 ｜等級役名
第二條 ｜頭取および副頭取職掌責任
第三條 ｜取締役および検査役の職掌責任

頭取および畠l1頭取職掌責任

取締役および検査役の職掌責任

一條

第二條

行員ノ等級

頭取

支配人および副支配人の職掌責任

手代の職務責任

第三條 畠ll頭取

取締役

検査掛

第四條

第五條

第六條

第七條

第四條

第五條
支配人

gl1支配人

課長第八條

第九條

事務分課

’第十條
’第十一

事務分課

第十一

平役

第二章事務分課

第六條

第七條

－第ﾉ聡
第九條

六課制 事務三部制

條

第十二條

第十三條

計算課

出納課

為換課

書記部

為換部

出納部

第十四條

第十五條

貸付課

記録課

庶務課第十六條

第四章役員心得

第十二條

第十三條

第十四條

第十五條

第十六条

第十七條

第十八條

第十九條

第二十條
第二十一條

役員心得

第十七條

第十八條

第十九條

諸規定および頭取指令の遵守､本行得失に注視

役員の分掌職務専念

事務取扱手続の遵守､便利快活

金銀出納諸手形発行の頭取支配人検印

諸規定および頭取指令の遵守､本行得失に注視

役員の分掌職務専念

事務手続の遵守､便利快活
第二十條 金銀出納諸手形発行の頭取支配人検印

部内権内以外事柄は頭取支配人に稟議

諸帳簿の様式

役員過失による損失負担

条
條
條

~
~
~
~
~
~

十
十
十

~
~
~
~
~
~

第
第
第

各課権内以外事柄は頭取支配人に稟議

諸帳簿の様式

役員過失による損失負担

出勤簿押印および欠勤時通知第二十四條出勤簿押印および欠勤時通知 出勤簿押印及び欠勤時通知

役員集会

近火非常時対応

第三章株式券状取扱

第十條 ｜売買譲与

株主心得

第二十五條

第弐十六條

株式売買譲与手続

株式汚破損紛失時耆換手続 ~ ~第十一條 1汚破損･紛失
雑則 第八章雑則

第四十六條

第四十七條

第四十八條

第四十九條

第二十七條

第二十八條

第二十九條

取締役選出 取締役選挙基準

支配人畠'1支配人選出

重役以外役員の身元引受状

支配人･畠'1支配人選出基準

五等以下役員の身元引受状

貸付金額の規定第三十条 頭取取締役の臨時検査

第三十一條金庫錠鍵の保管

第三十二條銀行貸附金限度

第三十三條近火非常時対応

第三十四條月給旅費等仕払

第三十五條定例諸役員集会

第三十六條会議決議方法

条蒜準韮

十十十十~~~~~~~~~~~~

第第第第

宿直心得 第五草宿直心得

二陸離
第三十七條

第三十八條

宿直人員

至急書状取扱
宿直員人数

宿直時間
第三十九條 戸締 宿直員事務

至急電信

近火非常時対応二二第二十五條第二十六條
元

第二十七條戸締まり

役員月給旅費定貝1

瞳四十條
第四十一條
第四十二條

第七章役員月給旅費

可第三十五條|月ボ月給月給旅費

賞与

月給計算方法

旅費

旅行区分

私用旅行の無支給

月給前借禁止

疾病等欠勤中月給支払方法

臨時傭入の給料

旅費､海外派遣役員の月給旅費は規程制定まで適宜支給
月給計算方法第三十六條

'第三十七條
第三十八條

並旅行旅費

滞在日当

近傍旅行距離別旅費基準

汽車賃計算基準

汽車旅費日当規定

取締役の支配人･gll支配人兼務時の月給及び旅費滞在日当

特別要件等での旅費日当の例外支給

第四十三條

第四十四條 第三十九條

第四十條

第四十一條

第四十二條

第四十三條

第四十五條

第四十六條

第四十七條

第四十八條

第四十四條

第四十五條

月給前借禁止

疾病等欠勤時の月給支給方法

條十

‐

誇

藷

巨
貝
役

第六章役員禁令

第二十八條

第二十九条

第三十條

第三十二條

第三十三條

第三十四條

取引先情報の漏洩禁止

頭取取締役の銀行より借入金制限

支配人の銀行借入金禁止

本行に対する他人の引受人･保証人の禁止

取引先情報漏洩禁止

頭取取締役の銀行より借入金制限

支配人以下役員の本行に対する他人の引受人保証人の禁止

役名による第三者よりの負債及第三者の引受人保証人の禁止

条
條

~
~
~
~
~

＋
’
‐
十

五
五
第
第

第五十四條

第五十五條

第五十六條

第五十七條

役名による第三者の借金及貸金の禁止

新規事業への個人判断の禁止

品行不方正および非分の散在行員の処分

新規事業への個人判断の禁止

品行不方正および非分の散在行員の処分

管理官との関渉

第五十八條

第五十九條

第六十條

第六十一條

第九章第九章 管理官との関渉

第五十條 ｜株主総会取締役集会役員集会開催時の管理官参席株主集会及取締役集会開催時の管理官参席

管理官の指揮および許可

管理官の検査

管理官の検印

第五十一條

第五十二條
’第五十三條

管理官の指揮及許可

管理官の検査

管理官の検印
規則改正

第六十二條規則改正手続
第十章規則改正’
第五十四條規則改正手続
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り
、
さ
ら
に
八
○
年
五
月
か
ら
関
西
方
面
で
の
業
務
を
開
始
す
る
た
め
神
戸
支
店

に
二
名
、
大
阪
出
張
所
に
一
名
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
六
課
制
は
き
わ
め
て

困
難
で
あ
り
四
課
制
の
導
入
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
翌
年
に
は

「
銀
行
史
本
」
の
よ
う
に
三
部
制
（
書
記
・
為
換
・
出
納
）
へ
と
更
に
組
織
再
編

成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
書
記
部
は
「
諸
文
書
掲
載
及
上
株
式
公
債
証
書
用
度
職
務

等
」
の
業
務
で
、
為
換
部
は
「
内
外
国
諸
為
換
割
引
貸
付
金
預
り
金
等
」
の
業
務

を
、
出
納
部
は
「
金
銀
一
切
ノ
出
納
」
の
業
務
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
た
。
八
○
年

下
半
季
は
神
戸
支
店
が
営
業
を
開
始
し
、
さ
ら
に
御
用
外
国
荷
為
替
業
務
が
拡
張

（

焔

）

す
る
な
ど
し
て
「
繁
劇
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
三
部
制
導
入
へ
の
要
因
と
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
部
制
導
入
の
時
期
を
明
確
に
示
す
資
料
は
残
っ
て
い
な
い

が
、
八
○
年
八
月
か
ら
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
安
達
何
川
郎

宛
に
送
っ
た
本
店
通
信
が
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
は
八
一
年
三
月
一
七
日
付
本
店
通
信
第
一
四
号
か
ら
「
為
換
部
」
の
記
載
が
見

ら
れ
、
そ
れ
以
前
は
「
為
換
課
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
八
一
年
の
早

い
段
階
で
三
部
制
が
導
入
さ
れ
た
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
八
八
七
（
明
治
二
○
）
年
七
月
六
日
横
浜
正
金
銀
行
条
例
（
明
治
二
○
年
勅

令
第
二
九
号
）
が
制
定
さ
れ
る
と
、
大
蔵
大
臣
よ
り
定
款
改
正
の
指
示
を
受
け
た

正
金
銀
行
で
は
、
同
月
三
○
日
開
催
の
株
主
臨
時
総
会
に
て
定
款
改
正
を
決
議
、

（

〃

）

大
蔵
大
臣
に
申
請
し
認
可
を
得
た
。
新
定
款
に
は
旧
定
款
の
よ
う
な
行
員
職
制
の

記
載
は
な
く
な
り
、
頭
取
取
締
役
の
職
掌
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
新
定
款
に

よ
り
従
来
の
申
合
規
則
に
代
わ
っ
て
新
た
に
内
規
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
一

（

肥

）

二
月
二
四
日
の
取
締
役
会
議
に
て
内
規
を
制
定
し
た
。
全
六
四
條
か
ら
な
り
、
そ

の
第
一
條
に
て
頭
取
以
下
の
雇
人
ま
で
の
職
制
を
定
め
て
い
る
。
職
員
の
分
課
と

表2新旧申合規則職階月給対照表

｢公文耆館本」

｜ 月給 月給
100円

90円

10円

80円

60円

50円 5()円～35円

25円 35円～25円

15円 25円～12円

10円 12円～1()円

9円

8円

7円

6円

5円

4円

3円

原文 修正

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

０

０

０

０

０

５

５

２

０

９

８

７

６

５

４

３

給
加
９
１
８
６
３
２
１
１

一

一

一

一

判
月

円

円

円

円

史

帥

弘

型

ｎ

行銀

人

習

習

習

ｒ

取

役

人

配

見

見

見

名
取
頭
締
配
支
代
代
代
代
代
代
代
代
代
代
代

役
頭
副
取
支
副
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手

報
一
善

役名

頭取

副頭取

取締役

支配人

副支配人

課長

平役

平役

平役

手代

手代

手代

手代

手代見習

手代見習

手代見習

等

彗
畦
壁
蕎

跨
蒔

九等

~十等
十一等

十二等

十三等

十四等

十五等

第1条と第40条 第1条と第35条

ハ
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し
て
は
外
国
為
換
方
、
貸
付
井
二
為
換
方
、
出
納
方
、
計
算
方
、
書
記
方
、
抵
当

方
、
株
式
方
、
用
度
方
の
以
上
八
課
体
制
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
等
か
ら
十
二
等
ま

で
の
書
記
が
配
置
さ
れ
た
。
内
規
以
前
の
三
部
制
が
ど
の
よ
う
に
八
課
制
に
移
行

し
た
の
か
に
つ
い
て
は
判
明
し
て
い
な
い
・

ウ

行

員

の

等

級

制

次
に
行
員
の
職
階
す
な
わ
ち
等
級
制
度
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
表
２
は
二
つ

の
「
申
合
規
則
」
か
ら
職
階
と
月
給
に
該
当
す
る
条
文
箇
所
を
抜
き
出
し
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
職
階
は
一
五
等
級
に
わ
か
れ
、
そ
の
う
ち
五
等
か
ら
八
等
ま
で

の
四
階
級
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
「
公
文
書
館
本
」
で
は
五
等
は
課
長
、
六
等
か

ら
八
等
ま
で
を
平
役
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
「
銀
行
史
本
」
で
は
五
等
か
ら

八
等
ま
で
を
手
代
と
し
て
い
る
。
五
等
か
ら
八
等
ま
で
の
月
給
に
つ
い
て
も
「
公

文
書
館
本
」
の
地
の
文
と
「
銀
行
史
本
」
と
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
五

等
課
長
の
月
給
は
「
公
文
書
館
本
」
の
地
の
文
で
は
「
五
十
円
」
で
あ
る
が
、

「
公
文
書
館
本
」
の
加
筆
文
と
「
銀
行
史
本
」
で
は
「
五
十
円
ョ
リ
三
十
五
円
マ

デ
」
と
の
記
載
に
な
っ
て
い
る
。
同
一
等
級
内
で
月
給
に
幅
を
持
た
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
五
等
か
ら
八
等
と
い
う
中
間
層
に
様
々
な
経
歴
や
年
齢
の
異
な
る

行
員
が
入
行
し
た
た
め
、
同
一
等
級
同
一
月
給
制
は
現
実
的
に
難
し
く
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
第
一
回
半
季
実
際
考
課
状
」
で
も
六
等
か
ら
八
等
ま
で

は
同
一
等
級
同
一
月
給
制
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
公
文
書
館
本
」
の

加
筆
は
、
修
正
で
は
な
く
実
体
を
記
載
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

表
３
（
本
稿
末
尾
掲
載
）
は
、
株
主
総
会
で
の
業
務
報
告
で
あ
る
「
半
季
実
際

考
課
状
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
行
員
等
級
表
を
記
載
の
あ
る
第
一
五
回
（
八
七
年

上
半
季
）
ま
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
等
は
頭
取
、
二
等
副
頭
取
と
取
締
役
、

三
等
本
店
支
配
人
、
四
等
は
本
店
副
支
配
人
と
神
戸
や
ロ
ン
ド
ン
の
支
店
支
配
人

で
、
こ
こ
ま
で
は
幹
部
と
い
う
か
管
理
職
ク
ラ
ス
で
、
五
等
か
ら
一
二
等
ま
で
が

手
代
、
一
三
等
か
ら
一
五
等
ま
で
は
手
代
見
習
と
い
う
区
分
に
な
っ
て
い
る
。
五

等
は
、
本
店
の
課
長
ク
ラ
ス
や
在
外
出
張
所
主
任
の
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
六
等
か
ら

八
等
ま
で
は
中
堅
層
に
相
当
し
、
「
公
文
書
館
本
」
で
は
「
平
役
」
と
い
う
名
称

で
呼
ば
れ
て
い
た
。

月
給
額
に
つ
い
て
は
、
頭
取
を
頂
点
に
等
級
が
下
が
る
に
つ
れ
て
逓
減
す
る
構

成
で
あ
る
。
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
上
半
季
の
以
降
、
一
等
か
ら
八
等
ま
で

の
月
給
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
同
年
三
月
に
顕
在
化
し
た
正
金
銀

（

聰

）

行
の
巨
額
欠
損
の
対
策
で
あ
っ
た
が
、
九
等
以
下
は
月
給
削
減
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
九
等
以
下
は
該
当
す
る
行
員
が
い
な
い
年
も
あ
り
、
八
四
年
か
ら
は
事
実
上

一
四
等
と
一
五
等
の
等
級
は
廃
止
さ
れ
、
手
代
見
習
は
一
三
等
に
一
本
化
さ
れ
て

い
る
。な

お
、
手
代
と
い
う
名
称
は
、
江
戸
時
代
の
商
家
の
番
頭
と
丁
稚
の
間
に
位
置

す
る
傭
人
と
同
じ
で
あ
り
、
明
治
維
新
以
降
も
そ
の
名
称
は
存
続
し
、
一
八
九
九

（
明
治
三
二
）
年
施
行
の
商
法
に
も
「
使
用
人
」
の
意
味
で
「
手
代
」
の
表
現
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
七
六
年
創
業
の
三
井
銀
行
で
も
「
手
代
」
の
名
称
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
九
六
年
に
名
称
を
「
使
用
人
」
に
改
め
て
い
る
。
正
金
銀
行
で
手
代

の
名
称
が
な
く
な
る
の
は
、
一
九
○
六
（
明
治
三
九
）
年
三
月
一
四
日
開
催
の
取

締
役
会
で
「
内
規
ニ
ア
ル
手
代
ノ
外
二
書
記
ノ
名
称
ヲ
使
用
ス
ル
事
」
「
現
在
手

代
卜
雛
モ
必
要
ノ
場
合
ニ
ハ
書
記
ノ
名
称
二
改
ム
ル
事
」
「
新
規
雇
入
ノ
者
ニ
ハ

（

鋤

）

書
記
ノ
名
称
二
改
ム
ル
事
」
を
決
定
し
、
し
ば
ら
く
手
代
と
書
記
の
名
称
が
併
存

し
て
い
た
が
、
同
年
八
月
一
四
日
に
「
手
代
ノ
名
称
ヲ
廃
シ
凡
ヘ
テ
書
記
ノ
名
称

F7
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表4 横浜正金銀行行員数の変遷（1880年～1891年）

手代見

習・雇
年 季

一
上
一
下
上
一
下
一
上
下
上
一
下
一
上
下
上
一
下
一
上
下
一
上
下
一
上
一
下
一
上
下
上
一
下
一
上
下

取締役頭取 &11頭取 手代 総計 本店 支店 出張所

1880年

(明泊13）

１
ｌ
２
３
ｌ
４
ｌ
５
６
ｌ
７
ｌ
８
９
、
Ⅱ
｜
吃
一
蝿
叫
｜
晦
略
面
｜
肥
一
四
別
一
刻
一
鯉
一
詔
型

１

ｌ

１

１

ｌ

１

ｌ

１

１

１

ｌ

１

１

１

１

ｌ

１

１

１

ｌ

１

１

ｌ

１

－

１

ｌ

１

１

１

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

ｌ

１

０

０

ｌ

１

１

ｌ

０

ｌ

０

０

０

０

ｌ

０

ｌ

０

０

ｌ

０

０

ｌ

０

ｌ

０

ｌ

０

０

０

ｌ

０

ｌ

０

－

０

詑
一
弼
一
虹
弼
一
虹
仙
一
鏥
調
弘
一
狐
一
偲
一
虹
一
娚
虹
一
媚
媚
一
別
一
仰
一
妬
媚
切
一
鞘
一
妬
妬

“
｜
妬
帥
一
卿
蝿
一
⑬
妬
一
灯
一
別
弱
認
印
帥
一
銘
帥
一
鎚
一
的
師
節
一
㈹
一
ｍ
刈
乃
一
稲

６

’

６

６

ｌ

６

ｌ

５

７

ｌ

５

ｌ

５

ｌ

５

５

５

ｌ

３

４

４

ｌ

４

４

ｌ

４

４

ｌ

４

４

７

７

ｌ

６

ｌ

５

１
０
ｌ
２
ｌ
２
０
ｌ
０
４
８
ｌ
ｍ
－
廻
一
９
哩
一
岨
一
岨
ｍ
｜
焔
陞
一
ｕ
皿
一
四
一
妬
一
Ⅳ
｜
塊
郡

１

ｌ

１

１

ｌ

１

ｌ

１

１

１

ｌ

１

１

ｌ

１

１

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

１

１

ｌ

１

ｌ

１

２

２

２

２

ｌ

２

２

ｌ

２

ｌ

２

２

－

２

ｌ

２

’

２

２

２

’

２

１

ｌ

２

ｌ

３

４

ｌ

４

４

ｌ

３

ｌ

３

３

２

Ｑ

Ｊ

ｌ

３

３

ｌ

３

３

３

1881年

1882fi

1883年

１

１

１

1884年

1885q
１

１

1886年
１

１1887年

(明治20） 1

３

３

ｌ

３

ｌ

３

３

３

３

ｌ

３

１

１
1888年

１

ｌ

１

１

１

１

ｌ

１

1889年

1890年

1891年

（
三
行
員
数
の
変
遷

次
に
表
４
に
よ
り
行
員
数
の
変
遷
を
見
て
み
る
。
八
○
年
六
月
ま
で
の
行
員
数

は
、
取
締
役
以
上
が
八
名
、
手
代
が
三
二
名
、
手
代
見
習
一
名
の
四
一
名
で
あ
る
。

八
○
年
下
季
か
ら
四
○
人
台
後
半
の
人
数
で
推
移
し
、
八
四
年
下
季
に
一
気
に
五

九
人
へ
と
増
加
し
、
そ
の
後
は
六
○
人
台
か
ら
七
○
人
台
へ
と
漸
増
し
、
九
一
年

下
季
に
は
七
八
名
を
数
え
た
。
表
に
は
記
載
し
な
か
っ
た
が
、
九
四
年
上
半
季
に

は
百
名
、
九
七
年
上
半
季
に
は
一
四
八
名
へ
増
加
、
以
降
毎
半
季
ご
と
に
二
○
名

程
度
の
増
加
を
見
て
い
る
。
行
員
増
加
の
背
景
に
は
海
外
出
張
所
の
増
設
、
外
国

為
替
業
務
の
増
加
な
ど
が
あ
り
、
正
金
銀
行
の
業
務
拡
張
の
様
子
を
行
員
数
か
ら

も
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

営
業
開
始
後
最
初
に
開
催
し
た
九
月
五
日
の
株
主
臨
時
総
会
に
て
報
告
さ
れ
た

第
一
回
半
季
実
際
考
課
状
に
は
、
「
開
業
以
来
漸
々
手
代
三
十
一
名
ヲ
傭
入
レ
出

納
貸
付
為
換
庶
務
ノ
四
課
ヲ
担
当
セ
シ
ム
」
と
あ
る
が
、
表
４
で
み
る
よ
う
に
手

代
は
三
二
名
で
あ
る
の
で
一
名
の
差
を
生
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
三
十
一
名
ヲ

雇
入
し
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
二
名
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）
創
立
期
の
行
員
一
覧

正
金
銀
行
の
重
役
（
正
副
頭
取
、
取
締
役
、
監
査
役
）
の
氏
名
及
び
在
職
期
間

に
つ
い
て
は
『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』
な
ど
で
容
易
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

一
般
行
員
の
氏
名
や
在
職
期
間
に
つ
い
て
調
査
す
る
手
だ
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

二
創
立
期
の
横
浜
正
金
銀
行
員

（

幻

）

二
改
メ
’
て
書
記
制
度
に
一
本
化
し
て
か
ら
で
あ
る
。
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表5開業当時の横浜正金銀行員名簿

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

４

５

６

７

７

７

７

０

１

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
１人
年
蛇
岨
哩
岨
吃
岨
哩
哩
吃
哩
吃
岨
岨
蝿
蝿
蝿
過
⑬
⑬
聡
過
喝
喝
喝
喝
蝿
過
過
過
過
避
過
喝
⑬
追
追
蝿
鴫
⑬
喝
喝
喝
喝
過
喝
喝
過
Ｂ
⑬

月

４

１

３

３

３

１

７

３

７

３

７

３

３

３

３

８

１

３

０

３

４

８

８

’

６

７

８

５

ｍ

’

１

２

６

８

８

１

７

８

２

８

３

１

３

４

９

３

２

８

６

１

１

１

１

１

１

職退
年
８
妬
略
略
略
巧
妬
蛸
鴫
型
別
型
型
８
舶
郡
詔
型
肥
型
型
過
詑
面
妬
略
柵
泌
皿
昭
弘
陥
陥
如
皿
賜
蝿
焔
焔
巧
函
過
妬
詑
粥
詑
迦
ｕ
脇

間

月

５

２

４

４

４

２

８

４

８

４

８

３

４

２

３

８

１

３

０

３

４

７

８

’

５

６

７

４

８

｜

Ⅱ

４

６

１

１

１鄭蠅
年
調
２
３
３
３
２
２
３
２
１
１
１
１
９
３
３
５
１
５
１
１
９
２
３
７
２
１
０
３
３
７

１

１

１

３

１

１

１

１

１

１

２

１

２

２

日

８

２

２

２

８

０

２

９

０

０

０

０

２

峪

鋤

虹

訓

鴻

加

Ｍ

｜

的

４

昭

賜

、

’

７

４

６

４

１

１

１

７

４

11

７ ６

慶応

出身

交訶

社員
氏名 備考No
耐

啼

一

蹄

睡
蹄
一
端
一
蹄

端

一

雌

扉

端

端
一
端

蝿

端

端

端
一
雌
一
端
一
咄
蹄

端

端
一
媚

端
一
端
一
端
一
端
一
媚
一
端
一
帖
一
端
一
些
蠅
一
端
一
喉
一
唯
一
止
啼

恥

端
一
雌
一
端

端
一
畦
峅
一
睡
啼
一
順
一
端

元号

大正

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

大正

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

大正

｜ｻl治

日
一
刻
型
一
虹
一
別
一
別

別
一
別
一
虹
一
陥

認

劉

弱

路
－
１

４
｜
嘔

Ⅳ
略
一
岨
一
四

岨
一
別

加

一

羽

３

加
一
釦

木村利右衛門

西脇悌二郎

取締役

取締役

取締役

取締役

１
ｌ
２
ｌ
３

４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８

１

２

３

ｌ

４

５
ｌ
６
７
ｌ
８
ｌ
９

加
一
Ⅱ
｜
吃
昭

皿
一
応
略
一
Ⅳ

焔
一
四
一
別

虹
一
詑
一
認
一
劉
溺
一
妬
一
”
｜
詔
一
羽

鋤

瓢

詑
一
謁
一
弘

妬

拓

師
一
認

調
一
如
一
皿

○

堀越角次郎

小野光景 ○
’
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
○
’
○

中村惣兵術

水野忠精

中村道太

小泉信吉

谷井保

草郷情四郎

日原昌造

藤井情

伊藤詮一郎

松尾吉士

桜井恒次郎

松口栄造

佐藤儀兵衛

角堅吉

多賀謙

取締役

取締役

取締役

取締役 ○
’
○
’
○
｜
△
△
’
○
’
○
’
○

△

’
○

重役当選

重役当選

池田浩平

渡辺勘助

○

鈴木八百蔵

樛屏山

桜井敬太郎

吉田静次郎

島田種二郎

松居十三郎

大坪文次郎

長塩鐘太郎

金沢求

小川駒橘

鈴木昇

松尾安蔵

池田清

后藤基建

増田良知

首藤諒

安達何四郎

辻金五郎

深澤勝興

平尾東三

小曽根瑛

平瀬保兵衛

杉山藤三郎

山川勇木

中井芳楠

本田晋

豐間根繁吉

福王俊禎

雇員

○

’

○

○
’
○
’
’

○

４

７

２

２

羽
－
１
’
３ ○
７

，

Ｒ

》

１

２

６１

２

１

１ ○

’

○

１

釦
－
８
｜
別
一
ｍ
一
抑

咽
一
喝

過
一
ｍ
｜
加
一
鉦
Ⅳ
｜
焔

2 ９
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
９
ｌ
３
ｌ
ｍ
－
４

虹
一
妬
一
ｍ
一
劃

３

３
’
２
｜
岨

重役当選

○６

７

１

１

Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
’
１
｜
妬
３
｜
妬

１
略
一
認

⑲

９

０
１

重役当選

重役当選

３
’
６
’
２
９
｜
ワ
Ｉ

○ ○
○８

Ⅱ

2

註記：備考欄の「重役当選」は取締役就任にともなう辞職の意味である。

出典：正友会所蔵資料、 『交訶雑誌｣、 「慶應義塾入社帳｣。
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ど
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
正
友
会
の
ご
高
配
に
よ
り
、
行
員
退
職
者
に
関
す
る
記

録
類
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
行
員
の
入
退
行
の
年
月
日
を
ほ
ぼ

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
営
業
初
年
で
あ
る
八
○
年
末
ま
で
に
限
定
し

て
、
行
員
の
入
行
順
に
並
べ
た
も
の
が
表
５
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
七
九
年
暮
の

株
主
集
会
で
取
締
役
が
選
出
さ
れ
る
と
開
業
に
む
け
た
準
備
が
本
格
化
し
、
正
式

（

鴎

）

に
行
員
の
採
用
が
は
じ
ま
る
。
集
会
以
前
に
谷
井
保
が
入
行
し
て
い
る
の
を
異
例

と
し
て
も
、
集
会
以
降
八
○
年
二
月
二
八
日
の
営
業
開
始
ま
で
に
二
一
名
の
行
員

（
内
一
名
は
雇
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
一
二
名
が
中
村
頭
取
、
小
泉
副
頭
取
や

取
締
役
ら
と
と
も
に
銀
行
開
業
の
準
備
事
務
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
営

業
開
始
か
ら
一
二
月
末
日
ま
で
に
入
行
し
た
者
は
二
○
名
で
、
取
締
役
八
名
を
加

え
た
四
九
名
が
創
立
期
の
行
員
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
八
○
年
中
に
一

名
が
死
亡
し
、
四
名
が
退
職
し
て
い
る
の
で
、
合
計
四
四
名
（
取
締
役
八
名
、
手

代
雇
三
六
名
）
と
な
る
が
、
表
４
の
四
六
名
と
は
二
名
の
差
を
生
じ
て
い
る
。
一

月
二
九
日
と
二
月
二
九
日
に
入
行
し
た
桜
井
と
金
沢
の
両
名
の
退
行
月
日
が
不
明

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
人
は
ほ
と
ん
ど
勤
務
の
実
態
が
な
く
、
二
人

を
除
い
た
四
四
名
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

さ
て
、
行
員
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
入
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
全
員
の
前
職
や
学

歴
な
ど
を
把
握
で
き
な
い
が
、
表
５
の
と
お
り
四
一
名
の
う
ち
一
三
名
が
慶
応
義

塾
出
身
者
か
、
正
金
銀
行
設
立
以
前
に
福
沢
諭
吉
と
の
関
係
を
有
す
る
人
物
で
あ

る
。
営
業
開
始
以
前
に
入
行
し
た
谷
井
、
草
郷
、
伊
藤
、
松
尾
、
桜
井
、
松
居
、

大
坪
の
七
名
は
慶
応
義
塾
の
出
身
者
で
、
日
原
と
藤
井
は
慶
応
義
塾
出
身
で
は
な

い
が
福
沢
門
下
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
福
沢
と
の
関
係
が
深
く
、
松
口
も
福
沢
の
書

籍
を
出
版
す
る
な
ど
知
己
の
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
は
福
沢
と
正
金
銀
行
設
立
準
備

事
務
局
長
と
も
い
え
る
小
泉
信
吉
を
と
お
し
て
入
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と

推
測
す
る
。
し
か
し
、
福
沢
人
脈
と
見
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
に
は
銀
行
業
務
を

担
え
る
だ
け
の
実
務
的
な
経
験
や
知
識
、
あ
る
い
は
語
学
能
力
を
備
え
て
い
た
こ

と
も
大
切
な
点
で
あ
る
。
当
時
銀
行
簿
記
や
英
学
を
習
得
す
る
た
め
の
教
育
機
関

と
し
て
慶
応
義
塾
が
果
た
し
た
役
割
の
一
端
が
、
正
金
銀
行
に
集
結
し
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
藤
井
は
銀
行
簿
記
の
教
授
を
務
め
た
経
歴
が
あ
り
、
大
坪
も
ま
た
銀

行
簿
記
の
書
籍
を
出
版
し
て
お
り
、
安
達
は
東
京
の
商
法
講
習
所
で
簿
記
、
英
語
、

西
洋
地
理
、
経
済
害
な
ど
を
修
業
し
、
中
退
し
て
三
井
物
産
会
社
会
計
簿
記
方
に

就
職
し
て
い
る
。
ま
た
、
銀
行
勤
務
の
経
験
者
も
招
聰
さ
れ
て
お
り
、
中
井
は
和

歌
山
国
立
第
四
三
銀
行
の
副
支
配
人
を
辞
め
て
正
金
銀
行
に
入
行
し
た
。
こ
の
よ

う
に
銀
行
創
立
時
の
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
求
め
た
際
に
、
お
の
ず
と
福
沢
人
脈

に
つ
ら
な
る
者
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
八
一
年
二
月
現
在
で
ま
と

（

型

）

め
ら
れ
た
交
訶
社
の
「
交
訶
社
員
姓
名
録
」
に
は
正
金
銀
行
員
一
九
名
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
交
訶
社
と
の
関
り
の
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

そ
の
他
の
行
員
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
政
府
の
官
員
を
辞
め
て
正

金
銀
行
に
入
行
し
た
例
も
あ
る
。
深
澤
勝
興
は
明
治
初
年
に
官
員
と
な
り
、
大
蔵

省
時
代
は
ロ
ン
ド
ン
駐
在
員
、
外
務
省
に
転
じ
て
は
在
米
公
使
館
に
勤
務
す
る
な

ど
海
外
経
験
の
あ
る
人
物
で
あ
り
、
本
多
晋
は
正
金
銀
行
を
監
督
す
る
大
蔵
省
国

債
局
に
勤
務
し
て
い
た
。
本
多
以
外
に
も
正
金
銀
行
管
理
官
の
戸
次
兵
吉
（
八
一

年
一
二
月
）
と
森
脇
簡
（
八
二
年
二
月
）
が
大
蔵
省
を
退
職
し
正
金
銀
行
員
と
な

（

妬

〉

っ
て
い
る
。
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（
二
）
主
な
行
員
の
略
歴

最
後
に
八
○
年
一
二
月
ま
で
に
正
金
銀
行
に
入
行
し
た
人
物
で
経
歴
の
判
明
し

た
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
不
明
な
点
も
多
い
の
で
、
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（

妬

）

谷
井
保
二
八
五
二
・
嘉
永
五
年
生
～
一
九
四
一
年
残
）
和
歌
山
出
身
。
七
三

（
明
治
六
）
年
県
立
英
語
学
校
卒
業
、
翌
七
四
年
慶
応
義
塾
入
学
。
卒
業
後

郷
里
自
修
学
校
の
教
頭
を
務
め
、
七
八
年
再
度
上
京
し
慶
応
義
塾
に
て
教
鞭

を
執
る
。
七
九
年
一
二
月
正
金
銀
行
入
行
、
八
一
年
三
菱
会
社
に
招
聰
さ
れ
、

日
本
郵
船
会
社
に
転
じ
、
小
樽
、
ボ
ン
ベ
イ
、
神
戸
の
各
支
店
長
を
歴
任
。

交

訶

社

員

。
（

”

）

草
郷
清
四
郎
二
八
四
七
・
弘
化
三
年
生
～
一
九
二
四
年
残
）
和
歌
山
出
身
。

六
六
年
上
京
し
「
開
成
学
校
」
で
仏
語
を
学
び
、
十
一
月
小
泉
信
吉
、
小
川

駒
橘
ら
和
歌
山
藩
の
者
と
共
に
慶
応
義
塾
入
学
、
一
時
帰
国
す
る
が
七
一
年

再
入
塾
。
七
四
年
「
大
学
東
校
総
監
事
」
と
な
る
。
七
九
年
一
二
月
正
金
銀

行
入
行
、
九
一
年
三
月
依
願
退
職
。
九
三
年
筑
豊
鉄
道
会
社
に
招
聰
さ
れ
、

以
後
小
田
原
電
気
鉄
道
会
社
長
、
明
治
生
命
保
険
会
社
監
査
役
、
九
州
鉄
道

会
社
取
締
役
な
ど
を
歴
任
。
交
訶
社
員
。

（

鉛

）

日
原
昌
造
（
一
八
五
三
・
嘉
永
六
年
生
～
一
九
○
四
年
残
）
長
州
藩
士
の
家
に

生
ま
れ
、
新
潟
英
語
学
校
で
学
ぶ
。
大
阪
開
成
所
で
小
泉
信
吉
に
師
事
し
、

七
二
年
小
泉
に
伴
い
上
京
し
、
福
沢
に
認
め
ら
れ
慶
応
義
塾
教
師
と
な
る
。

そ
の
後
愛
知
県
の
師
範
学
校
、
静
岡
県
師
範
学
校
の
派
遣
教
師
と
し
て
赴
任
。

七
九
年
一
二
月
正
金
銀
行
に
入
行
し
、
翌
年
一
月
小
泉
と
と
も
に
ロ
ン
ド
ン

に
赴
き
、
出
張
所
開
設
準
備
を
担
当
、
八
二
年
四
月
支
店
開
設
に
よ
り
支
配

人
心
得
と
な
り
、
八
五
年
秋
帰
国
。
八
七
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
出
張
所
主

任
と
し
て
渡
米
、
九
一
年
三
月
紐
育
出
張
所
主
任
と
な
る
が
、
翌
五
月
帰
朝

を
命
じ
ら
れ
七
月
二
○
日
付
で
退
職
。
そ
の
後
故
郷
に
て
療
養
す
る
。
「
時

事
新
報
」
へ
は
ロ
ン
ド
ン
時
代
か
ら
数
多
く
寄
稿
し
て
い
る
。
交
訶
社
員
。

（

調

）

藤
井
清
二
八
四
八
・
嘉
永
元
年
生
～
一
八
九
一
年
残
）
山
口
県
出
身
。
七
二

年
山
口
県
出
仕
。
翌
年
大
阪
造
兵
寮
で
ブ
ラ
ガ
よ
り
銀
行
簿
記
を
習
う
。
七

四
年
文
部
省
会
計
課
雇
。
翌
年
故
郷
で
防
長
協
同
会
社
に
勤
務
。
七
七
年
秋

に
は
福
沢
の
薦
め
で
神
戸
商
法
学
校
（
神
戸
商
業
講
習
所
）
に
て
簿
記
を
教

授
。
七
八
年
二
月
に
『
略
式
帳
合
法
附
録
』
『
和
欧
帳
面
く
ら
べ
」
を
著

述
出
版
し
た
。
七
九
年
一
二
月
正
金
銀
行
入
行
、
八
二
年
同
伸
会
社
支
配
人

と
な
る
が
八
五
年
に
山
口
に
戻
る
。
八
八
年
三
月
内
外
用
達
会
社
広
島
支
店

支
配
人
と
な
る
。
交
訶
社
員
。

（

鋤

）

伊
藤
詮
一
郎
（
生
残
年
不
詳
）
長
崎
県
出
身
。
七
二
年
慶
応
義
塾
入
塾
（
二
○

歳
）
・
七
八
年
頃
慶
応
義
塾
で
簿
記
を
講
義
。
翌
年
十
二
月
正
金
銀
行
入
行
、

八
一
年
六
月
上
海
出
張
、
九
一
年
三
月
依
願
退
職
。
交
訶
社
員
。

（

弧

）

松
尾
（
旧
姓
伊
藤
）
吉
士
（
一
八
六
○
・
万
延
元
年
生
～
一
九
一
八
年
残
）
長

崎
県
出
身
。
伊
藤
詮
一
郎
の
親
族
か
。
七
六
年
八
月
慶
応
義
塾
入
塾
二
六

歳
）
・
七
九
年
一
一
月
正
金
銀
行
創
立
事
務
所
嘱
託
、
八
○
年
二
月
二
八
日

庶
務
課
詰
、
一
九
○
○
年
一
月
ボ
ン
ベ
イ
支
店
支
配
人
、
○
六
年
四
月
大
阪

支
店
支
配
人
、
同
年
七
月
東
京
支
店
支
配
人
、
一
八
（
大
正
七
）
年
一
二
月

検
査
課
長
、
翌
年
三
月
監
査
役
、
二
一
年
三
月
常
勤
監
査
役
、
三
○
年
二

月
死
去
。
交
訶
社
員
。

（

亜

）

桜
井
恒
次
郎
（
生
年
不
詳
～
一
八
九
五
年
残
）
大
分
中
津
出
身
。
一
八
六
六
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（
慶
応
二
）
年
三
月
入
塾
、
正
金
銀
行
創
立
発
起
人
。
八
○
（
明
治
一
三
）

年
一
月
入
行
、
副
支
配
人
、
八
二
年
七
月
本
店
支
配
人
、
八
三
年
三
月
取
締

役
兼
本
店
支
配
人
、
四
月
神
戸
支
店
支
配
人
兼
務
、
八
四
年
二
月
本
店
副
支

配
人
兼
務
、
九
○
年
三
月
取
締
役
辞
任
。
交
訶
社
員
。

（

鍵

）

松
口
栄
造
（
生
残
年
不
詳
）
鳥
取
県
出
身
か
。
一
八
七
八
（
明
治
一
二
年
か

ら
翌
年
に
か
け
『
福
沢
文
集
』
を
発
行
。
八
○
年
一
月
入
行
、
九
三
年
八
月

退

職

。
（

弧

）

角
堅
吉
（
生
残
年
不
詳
）
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
一
○
月
慶
応
入
塾
の
角
堅

吉
郎
（
中
津
藩
出
身
）
と
同
一
人
物
か
。
明
治
二
○
年
の
「
慶
応
義
塾
維
持

金
収
入
表
」
に
は
角
は
三
○
円
を
即
金
で
払
い
込
ん
で
い
る
．

（

弱

）

松
居
十
三
郎
（
生
残
年
不
詳
）
滋
賀
県
彦
根
出
身
。
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年

六
月
慶
応
義
塾
入
塾
。
八
○
年
二
月
正
金
銀
行
入
行
、
九
七
年
一
一
月
抵
当

課
長
心
得
、
’
九
○
七
年
八
月
休
職
満
了
退
職
。
横
浜
開
港
五
○
年
の
際
に

は
井
伊
侯
銅
像
建
設
発
起
人
と
な
る
。

（

郡

）

大
坪
文
次
郎
（
一
八
六
○
・
万
延
元
年
～
~
一
八
九
二
年
）
大
分
県
中
津
出
身
。

一
八
七
八
年
神
戸
商
業
講
習
所
入
学
、
七
九
年
に
同
商
業
講
習
所
で
の
講
義

を
ま
と
め
た
『
銀
行
実
地
営
業
取
引
書
」
を
発
行
、
八
○
年
二
月
正
金
銀
行

入
行
、
八
八
年
「
簿
記
活
法
稽
古
帳
」
を
出
版
、
九
一
年
七
月
よ
り
原
六
郎

取
締
役
と
と
も
に
米
国
経
由
に
て
英
仏
の
正
金
支
店
の
検
査
を
お
こ
な
う
。

九
二
年
五
月
病
死
。

（

師

）

首
藤
諒
二
八
五
二
・
嘉
永
五
年
生
～
残
年
不
詳
）
東
京
出
身
。
一
八
八
○

（
明
治
一
三
）
年
三
月
入
行
、
同
年
七
月
退
職
。
九
一
年
五
月
日
本
銀
行
入

行
、
営
業
局
第
三
課
筆
頭
書
記
、
一
九
○
一
年
二
月
日
本
銀
行
理
事
就
任
。

（

認

）

安
達
何
四
郎
（
生
硬
年
不
詳
）
一
八
七
七
（
明
治
一
○
）
年
頃
東
京
商
法
講
習

所
を
中
退
し
、
三
井
物
産
会
社
簿
記
方
に
就
職
。
八
○
年
三
月
正
金
銀
行
入

行
、
同
年
八
月
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
員
と
し
て
渡
米
、
八
二
年
一
○
月
帰
国
、

八
三
年
八
月
依
願
退
職
。
交
訶
社
員
。

（

羽

）

辻
金
五
郎
（
生
残
年
不
詳
）
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
川
月
正
金
銀
行
入
行
、

副
支
配
人
を
務
め
る
が
、
八
三
年
一
二
月
依
願
退
職
。

（

鋤

）

深
澤
勝
興
（
生
年
不
詳
～
一
八
八
三
年
残
）
長
崎
県
出
身
、
一
八
六
九
（
明
治

二
）
年
八
月
三
日
弾
正
少
巡
察
か
ら
大
巡
察
へ
昇
格
、
七
二
年
一
月
二
五
日

大
蔵
省
七
等
出
仕
ロ
ン
ド
ン
勤
務
、
七
四
年
二
月
外
務
省
二
等
書
記
生
に
転

任
し
在
米
国
公
使
館
勤
務
、
七
五
年
六
月
依
願
免
本
官
、
七
九
年
三
月
内
務

省
警
視
局
御
用
掛
准
奏
任
に
任
じ
ら
れ
東
京
集
治
監
事
務
従
事
、
八
○
年
二

月
依
願
退
職
、
同
年
五
月
正
金
銀
行
に
入
行
し
神
戸
支
店
支
配
人
、
八
二
年

八
月
取
締
役
兼
神
戸
支
店
支
配
人
、
八
三
年
二
月
在
職
中
死
去
。

（

狐

）

平
尾
東
三
（
生
残
年
不
詳
）
愛
知
県
出
身
。
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
二
月
内

史
本
課
写
字
生
、
七
八
年
に
大
井
憲
太
郎
訳
『
仏
藺
西
州
法
州
長
篇
・
州
会

篇
・
参
事
院
篇
』
（
七
六
年
文
部
省
刊
行
）
を
翻
刻
出
版
。
八
○
年
六
月
正

金
銀
行
入
行
、
九
一
年
三
月
退
職
。
交
訶
社
員
。

（

蛇

）

山
川
勇
木
二
八
五
五
・
安
政
二
年
～
一
九
二
五
年
残
）
石
川
県
出
身
、
’
八

七
四
（
明
治
七
）
年
大
蔵
省
銀
行
学
局
に
官
費
生
と
し
て
入
学
、
七
六
年
卒

業
し
、
大
蔵
省
十
二
等
属
、
七
八
年
頃
第
一
三
国
立
銀
行
入
行
、
岩
崎
小
二

郎
銀
行
局
長
と
銀
行
学
局
学
友
の
戸
次
兵
吉
の
斡
旋
に
よ
り
八
○
年
七
月
正

金
銀
行
入
行
、
八
三
年
二
月
～
五
月
神
戸
支
店
支
配
人
心
得
、
八
四
年
二
月

神
戸
支
店
支
配
人
心
得
、
八
七
年
四
月
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
配
人
心
得
、
九
一
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ど
の
組
織
で
も
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
創
立
当
初
の
組
織
体
制
は
最
初
か
ら

安
定
し
た
状
態
に
あ
る
わ
け
で
な
く
、
実
際
に
活
動
を
開
始
し
て
み
て
組
織
体
制

を
変
更
し
て
い
く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
正
金
銀
行
の
職
制
に
つ
い
て

も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
更
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
本
稿
で
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
創
立
当
初
の
行
員
の
氏
名
に
つ
い
て
も
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
行
員
の
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な

点
が
多
く
、
今
後
も
引
き
続
き
調
査
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

正
金
銀
行
は
資
本
金
の
三
分
の
一
が
政
府
出
資
で
あ
り
、
正
金
銀
行
条
例
に
規

お
わ
り
に

年
三
月
本
店
副
支
配
人
、
九
九
年
二
月
神
戸
支
店
支
配
人
、
一
九
○
三
年
九

月
取
締
役
、
一
三
年
九
月
～
二
二
年
九
月
副
頭
取
。

｛

蝿

）

中
井
芳
楠
二
八
五
三
・
嘉
永
六
年
生
～
一
九
○
三
年
残
）
和
歌
山
出
身
。
一

八
六
五
（
慶
応
元
）
年
よ
り
七
二
（
明
治
五
）
年
二
月
ま
で
和
歌
山
藩
、
和

歌
山
県
、
大
阪
兵
学
寮
に
て
兵
役
に
従
事
、
七
二
年
三
月
慶
応
義
塾
入
塾
、

七
五
年
七
月
卒
業
、
同
年
八
月
大
阪
慶
応
義
塾
に
て
英
学
数
学
を
教
授
、
七

六
年
六
月
慶
応
義
塾
教
員
と
な
る
が
八
月
辞
職
、
同
月
和
歌
山
自
修
学
校
校

長
、
七
七
年
九
月
慶
応
義
塾
教
員
、
七
八
年
九
月
和
歌
山
第
四
十
三
国
立
銀

行
副
支
配
人
、
七
九
年
一
○
月
辞
職
、
八
○
年
一
○
月
正
金
銀
行
人
行
、
九

○
年
六
月
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
配
人
、
九
九
年
三
月
取
締
役
兼
ロ
ン
ド
ン
支
店

支
配
人
。
交
訶
社
員
。

（

“

）

本
多
晋
（
生
硬
年
不
詳
）
静
岡
県
出
身
、
八
○
年
三
月
正
金
銀
行
入
行
、
八

八
年
一
二
月
退
職
。
入
行
以
前
は
大
蔵
省
国
債
局
五
等
属
。

主】
三
口（
１
）
「
原
六
郎
翁
伝
」
は
全
三
巻
で
、
原
の
養
嗣
子
原
邦
蔵
が
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一

二

月

に

発

行

し

た

。

（
２
）
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
の
伝
記
と
し
て
は
、
原
の
他
に
『
暁
の
鼓
手
中
村
道
太
の
生
涯
』

（
一
九
六
二
年
）
、
『
園
田
孝
吉
伝
」
（
一
九
二
六
年
）
、
「
相
馬
永
胤
伝
」
二
九
八
二
年
）
、

「
高
橋
是
渭
自
伝
」
（
一
九
二
九
年
）
、
「
子
爵
三
島
弥
太
郎
伝
」
（
一
九
三
○
年
）
、
『
井
上

準
之
助
伝
」
（
一
九
三
九
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
一
般
行
員
に
つ
い
て
は
川
島
瑞
枝
『
我

が
祖
父
川
島
忠
之
助
』
や
永
井
荷
風
、
小
島
烏
水
ら
を
除
け
ば
人
物
列
伝
や
財
界
人
名
録

定
さ
れ
た
特
殊
銀
行
で
あ
る
た
め
、
大
蔵
省
や
日
本
銀
行
の
関
与
が
深
く
、
頭
取

取
締
役
の
人
選
も
政
府
内
の
路
線
対
立
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
銀
行
内

部
で
も
明
治
二
三
年
の
銀
貨
暴
騰
へ
の
対
策
を
め
ぐ
り
行
内
が
二
派
に
分
裂
す
る

事
態
と
も
な
り
、
翌
年
に
は
配
当
の
減
配
問
題
を
め
ぐ
り
元
頭
取
中
村
道
太
ら
一

部
株
主
と
連
携
す
る
行
員
が
現
れ
た
。
二
四
年
三
月
三
○
日
、
第
五
代
頭
取
園
田

孝
吉
は
こ
れ
ら
行
員
の
刷
新
を
は
か
り
、
五
名
の
古
参
行
員
を
退
職
さ
せ
、
そ
の

代
わ
り
に
日
本
銀
行
か
ら
小
泉
信
吉
ら
行
員
四
名
を
割
愛
し
て
正
金
銀
行
に
勤
務

（

妬

）

を
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
明
治
二
四
年
正
金
銀
行
改
革
」
で
あ
る
。
開
業
当
初
か

ら
勤
務
し
て
い
た
草
郷
、
伊
藤
、
角
、
池
田
、
平
尾
の
五
名
を
含
む
六
名
は
慰
労

金
は
支
払
わ
れ
た
も
の
の
事
実
上
の
解
雇
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
在
米
勤
務
中
の
日

原
も
三
月
三
一
日
付
で
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
主
任
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
病
気
を

理
由
に
帰
国
し
す
ぐ
さ
ま
退
職
し
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
は
福
沢
人
脈
で
あ
り
、

こ
の
意
味
で
は
明
治
二
四
年
正
金
銀
行
改
革
は
創
立
期
に
多
く
入
行
し
た
福
沢
系

行
員
を
排
除
し
、
正
金
銀
行
内
が
大
隈
重
信
系
か
ら
松
方
正
義
系
へ
と
転
換
す
る

こ
と
に
な
っ
た
事
件
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
次
の
課
題
と
し
た
い
。
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（
ｍ
）
「
国
立
銀
行
條
例
」
と
「
国
立
銀
行
成
規
」
に
つ
い
て
は
前
掲
『
明
治
財
政
史
」
第
一
三

巻

を

参

照

。

（
ｕ
）
前
掲
「
横
浜
正
金
銀
行
史
」
。

（
吃
）
前
掲
「
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』
第
二
巻
、
三
二
頁
の
註
記
ｏ
~
な
お
、
東
京
大
学
経
済
学
部

へ、 〃へ

9 8
~プ 、一

（
７
）

収
録
さ
れ
た
資
料
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
「
マ
イ
ク
ロ
正
金
資
料
」
と
略
す
。

（
６
）
展
示
内
容
に
つ
い
て
は
特
別
展
図
録
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
○
○
四
年
）
を
参

な
ど
に
簡
単
な
記
載
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

（
３
）
「
横
浜
止
金
銀
行
史
』
は
、
開
業
か
ら
一
九
二
○
年
ま
で
、
一
九
二
○
年
か
ら
一
九
二
八

三
年
ま
で
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
の
三
種
が
存
在
し
て
お
り
、
『
横
浜
正

金
銀
行
沿
革
史
」
正
統
二
冊
は
一
九
一
六
年
頃
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
部
内

用
と
さ
れ
て
い
た
。
最
初
の
「
横
浜
正
金
銀
行
史
」
は
一
九
七
六
年
に
阪
本
経
済
研
究
所

と
西
田
書
店
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
復
刻
さ
れ
、
後
二
種
の
「
横
浜
正
金
銀
行
史
」
と
『
横
浜
正

金
銀
行
沿
革
史
」
は
二
○
○
五
年
に
「
近
代
日
本
金
融
史
文
献
資
料
集
成
」
と
し
て
日
本

図
書
セ
ン
タ
ー
か
ら
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
横
浜
正
金
銀
行
全
史
」
は
全
六
巻
で
、
正
金

銀
行
の
営
業
を
引
き
継
い
だ
東
京
銀
行
に
よ
り
一
九
八
四
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
「
明
治

財
政
史
」
第
一
三
巻
（
明
治
財
政
史
発
行
所
、
一
九
二
七
年
）
と
「
明
治
大
正
財
政
史
」

第
一
五
巻
（
財
政
経
済
学
会
、
一
九
三
八
年
）
に
も
大
蔵
省
所
蔵
資
料
を
基
礎
に
横
浜
正

金
銀
行
の
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
横
浜
正
金
銀
行
の
経
営
資
料
の
一
部
は
、
横
浜
市
史
編
蟇
室
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
横
浜
市

史

資

料

室

に

て

保

存

さ

れ

て

い

る

。

（
５
）
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
全
七
期
八
六
七
リ
ー
ル
。
本
稿
で
は
こ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

平
成
二
○
年
度
～
平
成
二
三
年
度
基
盤
研
究
Ｃ
課
題
番
号
２
０
５
２
０
６
０
６
「
川
島
忠

之
助
資
料
か
ら
見
た
明
治
期
の
横
浜
正
金
銀
行
」
。

「
横
浜
正
金
銀
行
史
附
録
』
甲
巻
之
一
（
阪
本
経
済
研
究
所
）
。

「
自
明
治
十
三
年
至
大
ｆ
十
二
年
取
締
役
会
決
議
録
、
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
」
第
一
輯

「
横
浜
正
金
銀
行
史
附
録
』

「
自
明
治
十
三
年
至
大
ｆ

H召
j h，､~（

マ
イ
ク
ロ
正
金
資
料
）

横
浜
正
金
銀
行
申
合
規
則

役

員

等

級

及

権

限

責

任

第

一

條

当
銀
行
役
員
ノ
等
級
ハ
之
ヲ
十
五
等
二
分
チ
五
等
以
上
ヲ
重
役
卜
称
シ
六
等
以
下
十
五
等
マ
テ

ヲ
部
テ
平
役
卜
称
ス
ヘ
シ

其
役
名
等
級
左
ノ
如
シ

第

二

條

頭
取
ハ
当
銀
行
定
款
第
三
十
條
二
準
拠
シ
テ
銀
行
営
業
ノ
全
局
ヲ
総
管
シ
一
切
ノ
事
務
ヲ
処
分

ス
ル
ノ
貢
二
任
ス

第

三

條

資
料
室
所
蔵
の
横
浜
正
金
銀
行
資
料
の
中
に
は
申
合
規
則
は
み
あ
た
ら
な
い
。

（
蝿
）
神
奈
川
県
立
公
文
言
館
所
蔵
「
横
浜
正
金
銀
行
申
合
規
則
」
の
形
状
は
、
柿
渋
塗
り
の
表

紙
が
表
裏
に
付
け
ら
れ
四
つ
目
綴
じ
さ
れ
て
い
る
。
題
塞
は
な
く
表
紙
左
下
に
「
横
浜
正

金
銀
行
申
合
規
則
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
県
立
図
書
館
の
郷
土
資
料
で
あ
る
旨
の
ラ
ベ

ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
に
押
さ
れ
た
仕
切
印
か
ら
は
県
立
図
書
館
で
一
九
六
○
年
一

一
月
一
八
日
に
受
入
れ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

翻
刻
に
際
し
て
、
抹
消
箇
所
は
該
当
文
字
に
抹
消
線
を
重
ね
、
加
筆
訂
正
文
字
は
〔
〕

内
に
記
載
し
た
。
表
中
の
加
筆
箇
所
に
は
〔
〕
と
せ
ず
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
た
。

級等

等一

等二

等三

等四

等五

等六

等七

等八

等九

等十

等一十

等二十

等三十

等四1‐

等五十

役

頭

副

支

副

課

平

平

平

手

手

手

手

手

手

手

頭

配

肢

代

代

代

酉

見

見

見

名

取

取

人

人

長

役

役

役

代

代

代

代

習

習

習

取締役
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副
頭
取
ハ
職
掌
頭
取
二
亜
ク
常
二
頭
取
ヲ
補
ヶ
銀
行
一
般
ノ
事
務
ヲ
管
理
ス
ル
ノ
責
二
任
ス
頭

取
ノ
欠
席
ス
ル
ト
キ
ハ
其
事
務
ヲ
代
理
ス
ベ
シ

第

四

條

取
締
役
ハ
当
銀
行
定
款
第
三
十
條
井
二
第
三
十
一
條
二
準
拠
シ
銀
行
営
業
ノ
全
体
二
注
意
シ
其

事
ヲ
頭
取
副
頭
取
二
謀
ル
ノ
権
ア
リ
ト
ス

第

五

條

検
査
掛
ハ
当
銀
行
定
款
第
四
十
四
條
二
準
拠
シ
少
ク
ト
モ
毎
月
二
回
以
上
金
銀
有
高
諸
証
言
抵

当
物
品
所
有
物
等
帳
簿
二
突
合
セ
検
査
ヲ
遂
ク
ベ
シ

第

六

條

支
配
人
ハ
頭
取
取
締
役
ノ
指
揮
ヲ
受
ヶ
各
課
ノ
庶
務
ヲ
総
管
シ
常
二
得
意
先
ノ
盛
衰
ヲ
視
察
シ

営
業
ノ
全
局
ヲ
整
理
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
頭
取
取
締
役
二
対
シ
担
保
ノ
責
二
任
ス

第

七

條

副
支
配
人
ハ
職
掌
支
配
人
二
亜
ク
支
配
人
ノ
欠
席
ス
ル
ト
キ
ハ
其
事
務
ヲ
代
理
シ
又
支
店
支
配

人
若
ク
ハ
出
張
所
ノ
長
二
任
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ

第

八

條

課
長
ハ
各
課
ノ
規
程
二
準
拠
シ
分
掌
ノ
事
務
ヲ
専
管
シ
其
課
内
ヲ
調
理
ス
ル
ニ
於
テ
頭
取
支
配

人
二
対
シ
テ
担
保
ノ
責
二
任
ス

第

九

條

平
役
ハ
課
長
ノ
指
揮
ヲ
受
ヶ
分
掌
ノ
事
務
ヲ
取
扱
上
其
之
ヲ
為
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
課
長
二
対
シ
テ

担
保
ノ
貢
二
任
ス

事

務

分

課

第

十

條

本
行
ノ
事
務
ヲ
分
ツ
テ
左
ノ
六
課
ト
ス

計

算

課

出

納

課

為

換

課

貸

附

課

記

録

課

庶

務

課

第

十

一

條

計
算
課
ハ
銀
行
一
切
ノ
諸
計
算
ヲ
管
掌
シ
各
課
二
配
置
シ
タ
ル
帳
簿
ノ
差
引
突
合
セ
ヲ
為
シ
毎

日
事
務
ノ
終
リ
ニ
於
テ
総
勘
定
日
表
並
二
其
他
ノ
譜
表
ヲ
製
ス
ル
等
ノ
事
ヲ
負
担
ス

第

十

二

條

出
納
課
ハ
銀
行
一
切
ノ
金
銀
紙
幣
ノ
出
納
ヲ
管
掌
シ
一
定
セ
シ
手
続
二
従
上
収
納
仕
払
金
銀
有

高
ノ
諸
帳
ヲ
整
理
シ
金
庫
ヲ
管
守
シ
毎
日
事
務
ノ
終
リ
ニ
於
テ
有
金
日
表
ヲ
製
シ
且
金
庫
ノ
鍵

ヲ
預
ル
等
ノ
責
二
任
ス

第

十

三

條

為
換
課
ハ
内
外
国
諸
為
換
ノ
事
務
ヲ
負
担
シ
各
地
方
為
換
等
金
融
ノ
景
況
ヲ
視
察
シ
時
々
支
配

人
二
具
申
シ
其
帳
簿
ヲ
整
理
ス
ル
ノ
貢
二
任
ス

第

十

四

條

貸
付
課
ハ
銀
行
一
切
ノ
諸
預
り
金
貸
付
当
座
預
り
金
貸
越
ノ
諸
件
ヲ
管
掌
シ
貸
金
証
言
諸
抵
当

物
品
ヲ
監
守
シ
常
二
取
引
上
ノ
景
況
二
付
テ
得
意
先
ノ
盛
衰
ヲ
視
察
シ
之
ヲ
支
配
人
へ
具
申
シ

其
帳
簿
ヲ
整
理
ス
ル
等
ノ
貢
二
任
ス

第

十

四

〔

五

〕

條

記
録
課
ハ
諸
願
同
行
名
ヲ
以
テ
往
復
ス
ル
書
翰
会
議
要
件
録
Ⅱ
誌
等
一
切
ノ
文
言
及
公
債
証
書

株
式
券
状
ノ
諸
務
ヲ
管
掌
シ
其
帳
簿
ヲ
整
理
ス
ル
ノ
責
二
任
ス

第

十

五

〔

六

〕

條

庶
務
課
ハ
役
員
月
給
旅
費
筆
墨
紙
営
繕
雑
費
ノ
諸
払
ヲ
管
理
シ
経
費
ノ
定
式
臨
時
ヲ
区
別
シ
其

帳
簿
ヲ
整
理
ス
ル
ノ
貢
二
任
ス

役

員

心

得

第

十

木

〔

七

〕

條

当
行
ノ
役
員
ハ
一
定
セ
ル
諸
規
則
ハ
勿
論
頭
取
ヨ
リ
時
々
指
令
ス
ル
所
ノ
旨
趣
ヲ
確
守
シ
精
細

深
切
二
分
掌
ノ
事
務
ヲ
取
扱
フ
ヘ
シ
且
シ
其
執
務
ノ
余
閑
二
於
テ
銀
行
有
益
ノ
耆
類
ヲ
点
検
シ

又
本
行
実
際
ノ
得
失
ヲ
参
考
シ
常
二
其
注
意
ヲ
怠
ラ
サ
ル
ヘ
シ
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第

十

七

〔

八

〕

條

各
課
役
員
ハ
專
意
ニ
其
分
掌
ヲ
担
当
シ
仮
令
事
務
繁
劇
ナ
リ
ト
難
ト
モ
重
役
ノ
指
図
ア
ル
ニ
非

サ
レ
ハ
決
シ
テ
甲
課
ョ
リ
乙
課
ノ
事
務
ヲ
助
ク
ル
等
ノ
コ
ト
有
ル
ベ
ヵ
ラ
ス

第

十

八

〔

九

〕

條

当
行
ノ
事
務
ヲ
取
扱
フ
ニ
於
テ
ハ
必
ス
一
定
ノ
手
続
二
従
上
其
順
序
ヲ
乱
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
勿

論
ナ
レ
ト
モ
其
処
務
ノ
間
主
ト
シ
テ
便
利
快
活
ヲ
旨
ト
シ
常
二
得
意
先
ヲ
シ
テ
煩
労
ノ
心
ヲ
起

サ
シ
メ
サ
ル
様
注
意
ス
ヘ
シ

第

十

九

〔

二

十

〕

條

金
銀
出
納
諸
手
形
発
行
等
二
付
テ
ハ
総
テ
頭
取
支
配
人
中
ノ
検
印
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第

二

Ｉ

一

条

各
課
ノ
権
内
二
於
テ
処
分
シ
得
ル
事
件
ノ
外
事
情
二
由
リ
テ
掛
酌
ヲ
要
シ
又
ハ
例
規
ニ
拠
り
難

キ
事
柄
ハ
総
テ
頭
取
支
配
人
二
稟
議
シ
其
指
揮
ヲ
受
ク
ベ
シ

第

二

十

二

條

当
行
ノ
諸
帳
簿
ノ
記
入
方
ハ
総
テ
大
蔵
省
二
於
テ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
様
式
二
照
準
ス
ヘ
ク
若
シ
営

業
ノ
都
合
ニ
由
り
補
助
簿
等
ノ
増
加
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
計
算
方
二
於
テ
先
シ
其
様
式
ヲ
草
シ
頭

取
支
配
人
ノ
承
諾
ヲ
経
ダ
ル
後
チ
之
ヲ
用
ユ
ル
ヲ
得
ベ
シ

第

二

十

三

條

詣
役
員
等
其
権
内
二
於
テ
正
シ
ク
執
行
シ
タ
ル
事
件
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
本
行
ノ
義
務
ハ
之
ヲ
自
身

二
担
当
ス
ル
ニ
及
ハ
ス
然
し
ト
モ
規
則
二
背
キ
権
外
ノ
事
ヲ
興
シ
之
レ
カ
為
メ
ニ
本
行
へ
負
シ

メ
タ
ル
損
失
ハ
役
員
自
カ
ラ
其
弁
償
ノ
貢
ヲ
免
レ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

第

二

十

王

〔

四

〕

條

詣
役
員
毎
朝
出
勤
ノ
節
ハ
必
ス
出
勤
帳
二
押
印
ス
ヘ
シ
若
病
気
等
ニ
テ
出
勤
シ
難
キ
節
ハ
定
式

出
勤
期
限
前
マ
テ
同
課
ノ
者
へ
通
知
シ
同
課
ノ
者
ョ
リ
頭
取
支
配
人
ノ
内
へ
申
出
テ
其
旨
ヲ
出

勤
帷
へ
記
載
ス
ベ
シ

旧
営
業
時
間
中
私
用
ニ
テ
他
出
ス
ル
ト
キ
ハ
平
役
ハ
其
課
長
二
諸
課
長
ハ
頭
取
支
配
人
へ
其

旨
ヲ
申
シ
出
ツ
ベ
シ

株

主

心

得

第

弐

十

血

〔

六

〕

條

株
主
若
シ
過
テ
其
株
式
券
状
ヲ
汚
染
敗
裂
セ
シ
等
ノ
コ
ト
ァ
ル
ト
キ
ハ
其
旨
ヲ
書
面
二
認
メ
券

状
ヲ
持
参
シ
之
力
書
替
ヲ
請
求
ス
ヘ
シ
若
又
之
ヲ
焼
亡
シ
又
ハ
紛
失
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
事
実
ヲ

書
面
二
認
メ
弍
人
以
上
ノ
保
証
人
ヲ
立
テ
更
二
新
券
状
ヲ
請
求
ス
ヘ
シ
尤
其
紛
失
二
係
ル
者
ハ

当
行
二
於
テ
之
ヲ
世
上
二
広
告
シ
満
三
ヶ
月
ヲ
経
ル
モ
尚
ホ
其
所
在
ヲ
得
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
新
券

状
ヲ
渡
ス
ベ
シ
但
券
状
一
枚
二
付
金
弐
拾
五
銭
シ
、
ノ
手
数
料
ヲ
当
行
へ
払
う
ヘ
シ
又
紛
失
ニ

由
り
広
告
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
其
広
告
料
ヲ
モ
払
フ
ヘ
シ

第

二

十

木

〔

七

〕

條

雑

則

当
行
ノ
取
締
役
ハ
三
拾
株
以
上
ヲ
所
持
ス
ル
株
主
中
ョ
リ
之
ヲ
撰
挙
ス
ヘ
シ

第

二

十

七

〔

八

〕

條

当
行
ノ
支
配
人
副
支
配
人
ハ
取
締
役
ノ
協
議
ヲ
以
テ
三
拾
株
以
上
ヲ
所
持
ス
ル
株
主
中
ョ
リ
撰

挙
ス
ベ
シ

旧
抜
群
業
務
二
老
練
ナ
ル
者
ハ
株
半
煎
柵
↓
難
卜
壬
走
予
撰
挙
東
ル
も
Ｔ
↓
Ｉ
ｆ
Ｔ
半
〔
此
ノ
限

二
ア
ラ
ス
〕

第

二

十

八

〔

九

〕

條

重
役
ヲ
除
ク
ノ
外
諸
役
員
ヲ
傭
人
ル
、
ト
キ
ハ
確
実
ナ
ル
保
証
人
二
名
以
上
ノ
連
印
シ
タ
ル
身

元
引
受
状
ヲ
出
サ
シ
ム
ヘ
シ

佃
臨
時
傭
人
ノ
者
ハ
保
証
人
一
名
タ
ル
ヘ
シ

第

士

十

九

〔

三

十

〕

条

頭
取
取
締
役
ハ
臨
時
二
各
課
ノ
諸
帳
簿
諸
証
書
類
抵
当
品
等
ヲ
検
査
シ
其
担
保
人
二
対
シ
テ
質

問
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第

二

十

四

〔

五

〕

條

当
行
ノ
株
主
園
生
株
式
券
状
ヲ
売
買
讓
与
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
趣
ヲ
書
面
二
認
メ
株
券
状
二

添
テ
銀
行
へ
差
出
ス
ヘ
シ
銀
行
二
於
テ
ハ
定
款
第
六
條
二
照
シ
其
手
続
ヲ
遂
ケ
而
シ
テ
其
株
券

ハ
之
ヲ
新
株
主
二
渡
ス
ベ
シ
但
シ
手
数
料
ト
シ
テ
券
状
一
箇
一
一
付
金
弐
拾
銭
宛
ヲ
当
行
へ
払
う

へ
、
ン
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第

三

十

一

條

金
庫
ノ
鎖
鋪
ハ
出
納
課
長
之
ヲ
保
管
ス
ヘ
シ

第

三

十

二

條

当
銀
行
ヨ
リ
貸
附
ク
ル
所
ノ
金
額
ハ
ー
ロ
又
ハ
ー
人
二
付
資
本
金
総
額
ノ
ー
十
分
一
即
チ
拾
五

万
円
ヲ
以
テ
極
度
ト
ナ
ス
ベ
シ

第

三

十

三

條

近
火
其
他
非
常
ノ
事
ア
レ
ハ
本
行
諸
役
員
ハ
速
二
駈
付
各
自
担
保
ノ
諸
帳
簿
類
又
ハ
保
管
ノ
物

品
等
夫
々
保
護
ノ
処
置
ヲ
ナ
ス
ベ
シ

第

三

十

王

〔

岡

〕

條

諸
役
員
ノ
月
給
旅
費
其
他
常
用
臨
時
ノ
入
費
ハ
庶
務
課
ニ
テ
明
細
ナ
ル
調
書
ヲ
作
り
頭
取
支
配

人
ノ
検
印
ヲ
受
ヶ
出
納
方
ョ
リ
之
力
渡
方
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
但
シ
月
給
ハ
毎
月
二
十
五
日
ヲ
以
テ
渡

日
ト
ナ
ス

第

三

十

四

〔

五

〕

條

本
行
諸
役
員
ハ
各
管
事
務
協
議
ノ
為
メ
毎
月
両
度
午
后
四
時
ョ
リ
同
六
時
マ
テ
集
会
ヲ
開
ク
ヘ

シ
其
日
限
ハ
予
メ
頭
取
若
ク
ハ
支
配
人
ョ
リ
通
知
ス
ヘ
シ

第

三

十

班

〔

六

〕

條

総
テ
会
議
二
於
テ
事
ヲ
決
ス
ル
ニ
ハ
列
席
人
員
半
数
以
上
ノ
説
ヲ
以
テ
衆
議
卜
定
メ
之
二
従
う

可
キ
モ
ノ
ト
ス
尤
時
宜
ニ
ョ
リ
頭
取
之
力
可
否
ノ
裁
決
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

宿

直

心

得

第

三

十

木

〔

七

〕

條

宿
直
ハ
各
課
役
員
市
〔
六
〕
等
以
下
ノ
者
輪
番
二
之
ヲ
動
ム
ヘ
シ
毎
夜
当
直
ノ
人
員
ハ
左
ノ
如

、
ン

且
等
以
下

七
等
以
上
ニ
テ
壱
人
之
ヲ
宿
直
長
ト
ス

Ｍ
窯
叫
圷
ニ
テ
壱
人

十
一
等
以
下
ニ

テ

川

人

十
五
等
以
上

第

四

十

一

條

総
テ
十
二
等
以
上
ノ
役
員
ハ
賞
与
配
当
ヲ
得
へ
シ
但
シ
其
割
賦
方
ハ
頭
取
取
締
役
ノ
議
定
ス
ル

〔
ユ
ー
ハ
跨
到
岼
上
ニ
テ
一
二
人
〕

不

寝

番

壱

人

第
三
十
七
〔
八
〕
條

営
業
時
間
後
当
行
宛
ニ
テ
至
急
ノ
書
状
到
来
ノ
節
ハ
直
二
之
ヲ
頭
取
支
配
人
若
ク
ハ
記
録
掛
へ

送
付
ス
ヘ
シ

第

三

十

八

〔

九

〕

條

宿
直
長
ハ
午
后
十
時
ヲ
限
り
遍
ク
行
内
ヲ
見
廻
り
後
チ
戸
締
ヲ
為
ス
ベ
シ

役

員

月

給

旅

費

定

則

第

王

十

九

〔

四

十

〕

條

本
行
ノ
役
員
月
給
旅
費
ノ
割
合
ハ
左
ノ
如
シ

道片車汽|当日在滞
銭拾六｜ 円壱

費旅ﾛ一

円三

級月名 役

I'1 百取 頭

｜']拾九取頭岡ll

「II拾役締取

円拾八人配支

円拾六人配支目|」

等

一

級

等

一
、
ユ
ノ

Ａ
心
一
ｕｉｆｆ 円壱 I11三 等

銭拾 円壱 ｜ﾘ三
銭拾八銭拾五円弐

等

等

三
一
四銭拾六

銭拾六 銭五拾七 円弍 長 課リヨ円拾五

デマ円五十三

等五

銭拾四 銭五拾七 円弍 役 乎リヨ円五十三

デマ円五十二

等六

銭拾四 銭五拾七 円弍 役 、Iリヨ円五十ニー

テマ円二十

等 上

銭拾|ﾉリ 銭石拾七 円弐 投 平 等八リヨ円二十

テマ円拾

銭拾四

銭拾Fq

銭拾|ノリ

銭拾IIq

銭拾四

銭拾四

銭拾四

銭拾四

五

五

五

五

四

四

四

四

拾

拾

拾

拾

拾

拾

拾

拾

児

境

晶

兇

協

ｋ

児

境

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

士
官
一
宮
圭
官
圭
官
圭
官
士
官
士
官
士
已

１

１

１

１

‐

１

１

１

Ｐ

Ⅲ

Ｆ

Ｉ

Ｆ

Ｆ

Ｐ

仏

五

五

五

五

弐

弐

弐

犬

拾

拾

拾

拾

拾

拾

拾

拾

ｋ

受

畏

黄

ｆ

ｆ

蔓

良

ｆ

＃

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

代 手

代 手

代 手

代 手

習兒代手

習見代手

習見代手

番門使小

恥
叩
叱
咋
嘔
皿
に
隅五拾銭

等

一

等

弊

几

卜

’

十

暑
暑
一
鋤
斗
諦
悟
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所
二
拠
ル
ヘ
シ

第

四

十

二

條

月
給
ハ
月
ノ
大
小
二
拘
ハ
ラ
ス
支
給
ス
ヘ
シ
尤
新
任
退
役
転
免
等
ノ
者
ハ
総
テ
日
割
ヲ
以
テ
計

算
ス
ヘ
シ

第

四

十

三

條

旅
費
ハ
ー
日
十
里
詰
メ
ノ
割
合
ヲ
以
テ
計
算
シ
端
里
数
一
里
未
満
ハ
之
ヲ
切
捨
テ
壱
里
以
上
六

里
未
満
ハ
半
数
六
里
以
上
ハ
一
日
分
ヲ
給
ス
ベ
シ

第

四

十

王

〔

四

〕

條

近
傍
旅
行
其
日
帰
リ
ノ
分
ニ
シ
テ
往
復
四
里
未
満
ハ
旅
費
ヲ
給
セ
サ
ル
ヘ
シ
四
里
以
上
六
里
未

満
ハ
旅
費
半
数
ヲ
給
ス
ヘ
シ

尤
至
急
用
｝
一
テ
乗
車
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
其
車
賃
ヲ
合
七
給
ス
ベ
シ
又
用
向
ノ
都
合
ニ
由
り
止
宿

ス
ル
ト
キ
ハ
滞
在
日
数
全
数
ヲ
給
ス
ベ
シ
但
シ
住
返
六
里
以
上
ハ
其
止
宿
ス
ル
ト
否
ト
ー
拘
ハ

ラ
ス
滞
在
日
当
ヲ
支
給
ス
ベ
シ

第

四

十

四

〔

五

〕

條

総
テ
私
用
ニ
テ
旅
行
ス
ル
ト
キ
ハ
一
切
旅
費
ヲ
支
給
セ
ザ
ル
ベ
シ

第

四

十

五

〔

六

〕

條

月
給
前
借
ハ
之
ヲ
厳
禁
ス
ト
雛
ト
モ
銀
行
ノ
用
向
ニ
テ
他
所
へ
出
張
ノ
者
ハ
旅
行
月
数
見
積
り

六
ケ
月
以
上
ナ
ラ
ハ
三
ヶ
月
分
ヲ
出
立
前
二
貸
渡
シ
出
立
後
毎
月
ノ
渡
高
ニ
テ
之
差
引
ク
ベ
シ

若
シ
一
ヶ
年
以
上
ノ
用
向
ナ
レ
ハ
其
時
ノ
協
議
二
従
フ
ベ
シ
見
積
り
六
ヶ
月
以
内
ノ
旅
行
ハ
前

借
ヲ
為
ス
ベ
カ
ラ
ス
総
テ
旅
行
ノ
者
ハ
月
給
受
取
其
他
留
守
引
受
ノ
者
ヲ
定
メ
之
ヲ
支
配
人
へ

届
置
ク
ヘ
シ

第

四

十

木

〔

七

〕

條

本
人
及
上
父
母
ノ
疾
病
等
ニ
テ
無
拠
不
動
ノ
者
ハ
三
十
日
間
ハ
定
則
ノ
月
給
ヲ
給
シ
右
日
数
ヲ

越
レ
ハ
尚
三
十
日
間
ヲ
限
り
月
給
ノ
半
高
ヲ
給
シ
其
後
ハ
給
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
シ

第

四

十

七

〔

八

〕

條

臨
時
傭
入
ノ
給
料
ハ
頭
取
支
配
人
ノ
評
議
ヲ
以
テ
取
極
メ
支
給
ス
ヘ
シ

第

四

十

八

土

珈

中

止

咋

斗 ネ 当
行
二
梛
嘩
丁
小
半
年
土
山
対
ル
ー
丁
生

役

員

禁

令

第

五

十

一

條

諸
役
員
ハ
得
意
先
取
引
ノ
模
様
ヲ
漫
二
他
言
シ
又
ハ
〔
店
前
等
二
於
テ
〕
其
身
代
ノ
優
劣
ヲ
互

二
評
話
ス
ル
コ
ト
厳
禁
タ
ル
ヘ
シ

第

五

十

二

条

頭
取
取
締
役
其
他
ノ
役
員
当
銀
行
ョ
リ
借
入
金
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
頭
取
支
配
人
貸
付
課

長
ノ
間
二
於
テ
殊
更
二
協
議
ヲ
尽
シ
抵
当
品
ノ
確
実
ナ
ル
ャ
否
ヲ
調
査
シ
衆
議
同
意
ノ
上
二
非

サ
レ
ハ
貸
付
ヲ
ナ
サ
ス
而
シ
テ
其
金
高
ハ
資
本
総
額
ノ
三
十
分
ノ
ー
ヲ
超
過
ス
ヘ
ヵ
ラ
ス

第

五

十

三

條

支
配
人
ハ
当
銀
行
ョ
リ
一
切
借
入
金
ヲ
ナ
ス
ヲ
許
サ
ス

第

五

十

王

〔

四

〕

條

当
銀
行
ノ
役
員
ダ
ル
者
ハ
本
行
へ
対
シ
他
人
ノ
引
受
人
又
ハ
保
証
人
ト
ナ
ル
ヲ
許
サ
ス

第

五

十

四

〔

五

〕

條

当
銀
行
ノ
役
員
ダ
ル
者
ハ
其
役
名
ヲ
以
テ
他
人
ョ
リ
借
金
ヲ
ナ
ス
ベ
ヵ
ラ
ス
又
他
二
対
シ
テ
他

人
ノ
受
入
ト
ナ
ル
ヲ
許
サ
ス

第

五

十

五

〔

六

〕

條

支
配
人
並
二
其
他
ノ
役
員
偶
然
他
方
ノ
引
合
先
二
於
テ
信
蛎
帳
稚
摘
本
行
既
定
ノ
常
務
外
二
係
ル

新
規
ノ
事
業
二
付
商
議
ヲ
受
ル
場
合
二
逢
フ
モ
其
事
業
ハ
仮
令
銀
行
ノ
本
業
タ
リ
ト
モ
一
己
ノ

考
案
ヲ
以
テ
其
約
定
又
ハ
引
受
等
ヲ
為
ス
コ
ト
決
シ
テ
ァ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

第

五

十

木

〔

七

〕

條

昶
礼
〆
韮
小
皿
型
旦
，
ノ
メ
ィ
Ｌ
】
ｔ
Ｌ
ノ
、
帥
屏
型
ｒ
ｒ
γ
Ｒ
〃
ロ
｝
，
町
Ⅱ
１
－
芦
Ｉ
ノ
ー
ジ
〕
ノ
ー
リ
リ
ノ
、
一
尾
ｆ
・
』
〕
冊
ロ
ヨ
マ
刀
珊
正
ｂ
ノ
冊
閲
昨
吾
に
訓
、
一
丁
Ｆ
士
ｌ
ｉ
Ｕ
・
Ｚ
』
》
・
〃
イ
０

Ｇ

Ｊ

ｊ

ヒ

コ

ミ

星

乙

、

Ｆ

￥

Ｊ

可

。

｛

、

七

斗

Ｊ

ノ

マ

ー

コ

章

ら

亀

二

土

画

甸

で

ノ

〆

二

一

〃

，

二

／

、

夕

寸

ゴ

ー

今

１

Ｊ

伽
馴
Ⅲ
｜
ノ
却
却
ｒ
８
１
里
『
。
唯
Ⅲ
｝
ノ
ー
｝
ラ
．
ｔ
ナ
ェ
ハ
リ
ュ
玉
』
弓
旧
Ｈ
ｌ
Ｌ
？
／
一
万
Ｉ
ノ
／
ｏ
ｆ
ナ
上
叱
｝
｝
・
仙
氷
１
世
亦
蕾
二
言
口
、
二
口
ソ
Ｆ
上
完
与
戊
に
ノ
』
一
冗
眠
側
Ｌ
Ｌ
ヅ

１
Ｊ
三
、
１
丁
一
二
屯
芽
Ｅ
３
ア
ー
↑
一
十
時
室
ヨ
ヘ
吾
こ
む
７
ｐ
ｘ
Ｊ
４
７
、
塗
引
、
ｆ
ｑ
砦
附
杁
一
リ
グ
室
『
可
Ｉ
川
二
剛
心
り
く
日
只
▽
入
一
７
｝
コ
し
‐
凡
一
一
両
曰
く
Ｊ
Ｊ
や
、

I 尾
小
ｌ
に
圧
シ
Ｐ
ノ
久
工
仏
ｒ
５
Ｊ
ｆ
土
〆
ｒ
ｌ
Ｊ
必
舗
叩
に
院
肌
星
Ｊ
多
ノ
辞
｜
屍
ｔ
』
｝
・
平
か
‐
／
一
コ

Ｌ
か
起
沿
訓
弓
、
モ
エ
ナ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
卜
Ｌ
、
Ｔ
１
ｌ
Ｌ
可
了
↓
Ｕ
ｊ
－
て
十
Ｊ
ｊ
一
ニ
コ
む
ず
室
引
へ
蚤
邑
、
／
三
ノ
で
。
ｌ
ｒ
ｊ
・
一
宮
ゴ
ペ
戸
豆
幸
王
７
＄
更

割
ノ
利
マ
｜
『
ヲ
附
東
水

町
、
凶
陶
画
”
可
』
、
↑
日
脚
一
垂
ヨ
部

〃
松
１
，
』
｝
マ
Ｗ
Ｊ
Ｉ
ノ
グ
Ｐ
旧
匹
ノ
ダ
ゾ

一

可

入

Ｊ

・

Ｉ

Ｆ

、

ま

ヴ

ヨ

千

Ｊ
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第

五

十

八

〔

九

〕

條

当
銀
行
ノ
頭
取
取
締
役
及
上
支
配
人
等
ハ
当
銀
行
定
款
第
四
十
九
條
第
一
項
ノ
規
定
二
従
上
重

要
ノ
事
件
ハ
勿
論
仮
令
普
通
ノ
事
件
タ
リ
ト
モ
左
二
褐
ク
ル
條
件
二
於
テ
ハ
常
二
管
理
官
ノ
指

揮
又
ハ
可
決
ヲ
得
ル
ー
非
ラ
サ
レ
ハ
決
シ
テ
施
行
ス
ヘ
カ
ラ
ス

代
理
店
又
ハ
コ
ル
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
等
他
店
卜
契
約
ノ
件

官
府
へ
対
ス
ル
願
伺
届
等
ノ
件

訴
訟
又
ハ
差
縫
レ
ニ
関
シ
答
弁
往
復
ノ
件

壱
万
円
以
上
二
係
ル
当
座
貸
越
約
定
ノ
件

壱
万
円
以
上
二
係
ル
貸
付
ノ
件

金
銀
貨
幣
ト
預
ケ
合
ノ
件

家
屋
並
倉
庫
等
ノ
新
築
及
位
置
変
更
ノ
件

四
等
以
上
二
使
用
ス
ル
人
ヲ
任
傭
ス
ル
事

一
口
五
百
円
以
上
二
係
ル
費
用
ノ
件

第

五

十

九

〔

六

十

〕

條

管
理
官
二
於
テ
金
銀
並
諸
証
言
諸
抵
当
品
及
諸
帳
簿
ノ
検
査
ア
ル
方
ニ
テ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
之
二

応
シ
テ
其
検
閲
二
供
シ
且
シ
質
問
等
ア
ル
ト
キ
ハ
其
主
務
者
二
於
テ
正
確
二
之
ヲ
弁
明
ス
ヘ
シ

第

六

十

一

條

当
行
ノ
総
勘
定
日
表
並
有
金
日
表
ハ
常
二
管
理
官
ノ
覧
閲
二
供
シ
其
検
印
ヲ
乞
フ
ヘ
シ
且
臨
時

報
告
等
ノ
要
求
ア
ル
ト
キ
ハ
速
二
之
ヲ
調
製
シ
テ
差
出
ス
ヘ
シ

規

則

ノ

改

正

官
ノ
参
席
ヲ
請
フ
ヘ
シ

第

五

十

七

〔

八

〕

條

当
銀
行
ノ
総
株
主
及
取
締
役
又
ハ
諸
役
員
集
会
シ
テ
事
ヲ
議
定
ス
ル
場
合
二
於
テ
ハ
必
ス
管
理

諸
役
員
ノ
内
品
行
正
カ
ラ
ス
非
分
ノ
財
ヲ
散
ス
ル
者
ア
レ
ハ
仮
令
其
財
ノ
由
来
ス
ル
所
明
白
ナ

リ
ト
雌
ト
モ
他
ョ
リ
嫌
疑
ヲ
受
ル
コ
ト
ァ
レ
ハ
本
行
ノ
信
用
二
関
シ
又
他
日
必
ス
禍
ヲ
醸
生
ス

ル
ノ
恐
ア
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
忌
悼
ナ
ク
之
力
処
分
ヲ
ナ
ス
ベ
シ

管
理
官
ト
ノ
関
渉

此
申
合
規
則
ハ
国
立
銀
行
成
規
第
六
十
一
條
並
当
銀
行
定
款
第
十
二
條
ノ
旨
趣
二
基
キ
当
銀
行

頭
取
取
締
役
ノ
協
議
ヲ
以
テ
決
定
シ
本
行
株
主
並
諸
役
員
ノ
遵
守
ス
ヘ
キ
モ
ノ
也

第

六

十

二

條

此
申
合
規
則
ハ
実
際
上
猶
不
都
合
ノ
コ
ト
ア
レ
ハ
頭
取
取
締
役
協
議
ノ
上
管
理
官
ノ
可
決
ヲ
得

テ
之
ヲ
改
正
加
除
ス
ヘ
シ

（
皿
）
「
半
季
実
際
考
課
状
」
は
『
横
浜
正
金
銀
行
史
資
料
」
と
し
て
第
八
○
回
ま
で
は
復
刻
さ

れ
た
が
、
い
く
つ
か
の
回
や
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
正
金
資
料
第
一
期

第
三
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
し
た
。

（
鴫
）
「
第
一
回
半
季
実
際
考
課
状
」
（
前
掲
マ
イ
ク
ロ
正
金
資
料
）
。

（
略
）
「
第
三
回
半
季
実
際
考
課
状
」
の
「
本
支
店
ノ
部
」
（
前
掲
マ
イ
ク
ロ
正
金
資
料
）
・

（
Ⅳ
）
前
掲
『
横
浜
正
金
銀
行
史
附
録
」
甲
巻
之
一
・

（
肥
）
前
掲
「
横
浜
正
金
銀
行
史
附
録
」
甲
巻
之
一
・

（
的
）
前
掲
『
横
浜
正
金
銀
行
史
」
、
「
園
田
孝
吉
伝
」
。

（
加
）
「
自
明
治
十
三
年
至
大
止
十
二
年
取
締
役
会
決
議
録
、
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
」
第
四
輯

（

マ

イ

ク

ロ

正

金

資

料

）

・

（
虹
）
「
自
明
治
十
三
年
至
大
正
十
二
年
取
締
役
会
決
議
録
、
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
」
第
二
輯

（

マ

イ

ク

ロ

正

金

資

料

）

。

（
聡
）
正
友
会
所
蔵
資
料
。
谷
井
以
外
に
も
松
尾
吉
士
が
「
正
金
銀
行
創
立
事
務
所
嘱
託
」
と
し

て
株
主
集
会
以
前
に
採
用
さ
れ
て
い
た
と
よ
う
だ
が
、
正
規
採
用
と
し
て
は
正
友
会
所
蔵

資

料

に

従

う

。

（
型
）
『
交
訶
雑
誌
」
第
四
十
二
号
、
一
八
八
一
年
三
月
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
・

（
あ
）
戸
次
兵
吉
は
一
八
八
○
年
二
月
の
『
大
蔵
省
職
員
録
」
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

で
は
銀
行
局
五
等
属
で
横
浜
正
金
銀
行
管
理
官
、
森
脇
簡
は
、
八
二
年
一
月
の
「
大
蔵
省

職
員
録
」
（
同
）
で
は
大
蔵
省
国
債
局
二
等
属
で
正
金
銀
行
管
理
掛
兼
務
で
あ
る
。

（
妬
）
三
田
商
業
研
究
会
編
「
慶
応
義
塾
出
身
名
流
列
伝
」
（
実
業
之
枇
界
社
、
一
九
○
九
年
）
。
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〆へ

38
、一

〆一、

39
、一〆

（
訂
）

〆一、

36
、－〆

へへ

35 34
……

（
認
）

へへ、

31 30
…ー〆

へへへ

29 28 27
………

（
蛇
）

以
降
、
行
員
の
正
金
銀
行
入
退
行
な
ど
の
年
月
日
は
す
べ
て
正
友
会
所
蔵
資
料
に
よ
る
。

前
掲
『
慶
応
義
塾
州
身
名
流
列
伝
」
。

前
掲
『
慶
応
義
塾
出
身
名
流
列
伝
」
。

慶
応
義
塾
編
「
福
澤
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
巻
「
補
注
（
ひ
と
）
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
一

年
）
・

慶
応
義
塾
編
「
慶
應
義
塾
入
社
帳
」
第
一
巻
（
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
）

前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
」
第
二
巻
、
『
重
役
会
備
忘
録
昭
和
四
年
～
昭
和
六
年
」
（
マ
イ

ク
ロ
正
金
資
料
）
・

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
」
第
三
巻
「
補
注
（
ひ
と
）
」
、
前
掲
「
自
明
治
十
三
年
至
大
正

十
二
年
取
締
役
会
決
議
録
、
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
」
第
二
輯
（
マ
イ
ク
ロ
正
金
資
料
）
・

正
金
銀
行
が
諸
官
庁
に
あ
て
て
出
願
届
出
し
た
記
録
で
あ
る
『
諸
願
伺
届
耆
留
」
（
マ
イ

ク
ロ
正
金
資
料
）
の
明
治
一
三
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
、
頭
取
の
代
理
と
し
て
松
口
の

名
前
で
申
請
し
た
書
類
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
神
奈
川
県
の
諸
官
衙
に
向
け
た
も
の
で
あ

る
。
松
口
が
発
行
し
た
「
福
沢
文
集
』
序
文
に
「
余
ハ
多
年
先
生
ノ
知
ヲ
辱
フ
ス
ル
所
ノ

者
ナ
リ
」
と
福
沢
と
の
関
係
を
記
し
て
い
る
。

前
掲
「
慶
應
義
塾
入
社
帳
」
第
一
巻
。
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
」
第
九
巻
。

桑
田
忠
吉
編
『
横
浜
成
功
名
誉
録
』
（
横
浜
商
況
新
報
社
、
一
九
一
○
年
）
、
前
掲
「
慶
應

義
塾
入
社
帳
」
第
一
巻
。

丸
山
信
編
著
「
福
沢
諭
吉
の
門
下
書
誌
」
（
慶
応
通
信
、
一
九
七
○
年
）
、
前
掲
「
原
六
郎

翁
伝
」
。

「
従
七
位
勤
叫
等
首
藤
諒
へ
旭
日
小
綬
章
加
授
ノ
件
」
（
『
叙
勲
裁
可
耆
明
治
四
十
四
年

叙
勲
巻
一
内
国
人
一
」
国
立
公
文
言
館
所
蔵
）
・

「
商
法
講
習
所
ノ
生
徒
卒
業
前
退
学
就
業
之
人
員
」
（
明
治
二
年
七
月
十
日
、
『
明
治
九

年
十
年
商
法
講
習
所
耆
類
」
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）
・

前
掲
『
諸
願
伺
届
書
留
」
（
マ
イ
ク
ロ
正
金
資
料
）
の
明
治
一
六
年
の
書
類
に
、
「
副
支
配

人
辻
金
五
郎
」
の
名
前
で
申
請
し
た
耆
類
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
横
浜
区
長
、
横
浜
警
察

署
あ
て
の
も
の
で
あ
る
。

（
伽
）
東
京
教
育
大
学
編
『
任
解
日
録
」
（
特
定
研
究
「
日
本
近
代
化
資
料
」
一
九
七
○
年
）
、

「
深
沢
大
蔵
省
七
等
出
仕
ヲ
二
等
書
記
生
二
任
シ
米
国
公
使
在
勤
為
致
度
伺
」
（
「
公
文
録

明
治
七
年
二
○
巻
明
治
七
年
二
月
外
務
省
同
一
」
第
一
六
号
文
言
、
国
立
公
文
耆
館
所
蔵
）
、

明
治
八
年
六
月
三
○
日
付
吉
田
渭
成
宛
深
澤
勝
興
書
簡
（
京
都
大
学
文
学
部
Ⅱ
本
史
研
究

室
編
「
吉
田
渭
成
関
係
文
書
」
第
四
巻
第
一
六
五
号
、
思
文
閻
出
版
、
二
○
○
八
年
）
、

「
長
崎
県
士
族
深
沢
勝
興
御
用
掛
採
用
ノ
件
」
今
公
文
録
明
治
一
二
年
川
九
巻
明
治
一
二

年
三
月
内
務
省
伺
一
」
第
二
一
号
文
耆
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
「
深
沢
勝
興
御
用
掛
差

免
井
慰
労
金
給
与
ノ
件
」
含
公
文
録
明
治
一
三
年
二
一
九
巻
明
治
一
三
年
二
月
内
務
省
伺

三
」
第
五
三
号
文
書
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
・

（
虹
）
「
公
文
録
明
治
七
年
二
月
各
課
局
伺
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
国
立
国
会
図
書
館
近

代

デ

ジ

タ

ル

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

。

（
蛇
）
「
故
勲
三
等
山
川
勇
木
位
記
追
賜
ノ
件
」
（
「
叙
位
裁
可
書
大
正
十
五
年
叙
位
巻
十

二
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
「
山
川
勇
木
氏
略
伝
抄
」
（
「
岸
資
料
人
事
明
治
二
四
年
～

昭
和
七
年
」
マ
イ
ク
ロ
正
金
資
料
）
、
前
掲
「
横
浜
成
功
名
誉
鑑
」
。

（
蝿
）
前
掲
「
福
沢
諭
吉
書
簡
集
」
第
五
巻
「
補
注
（
ひ
と
）
」
、
「
勲
五
等
中
井
芳
楠
特
旨
ヲ
以

テ
正
六
位
宣
下
ノ
件
」
（
「
明
治
三
十
六
年
叙
位
巻
一
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
・

（
“
）
前
掲
明
治
一
三
年
二
月
の
『
大
蔵
省
職
員
録
」
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）
。
前
掲

「
吉
田
渭
成
関
係
文
言
」
第
二
巻
（
一
九
几
七
年
）
所
収
の
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年

三
月
一
七
日
付
吉
田
宛
本
多
書
簡
に
は
「
弊
生
儀
、
客
冬
銀
行
へ
従
事
仕
候
」
と
あ
る
。

（
妬
）
マ
イ
ク
ロ
正
金
資
料
の
中
に
「
岸
資
料
」
と
呼
ば
れ
る
編
纂
資
料
群
が
あ
り
、
現
在
で
は

散
逸
し
て
し
ま
っ
た
原
史
料
も
用
い
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
「
人
事
明
治

二
四
年
～
大
正
九
年
」
と
い
う
タ
イ
プ
原
槁
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
。
そ
の
内
の
「
明
治
二

四
年
園
田
頭
取
ノ
人
事
改
革
」
と
題
し
た
文
書
は
、
明
治
二
四
年
三
月
三
○
日
の
取
締
役

会
決
議
録
を
掲
載
し
て
お
り
、
「
五
等
手
代
草
郷
清
四
郎
、
伊
藤
詮
一
郎
、
平
尾
東
三
、

六
等
手
代
池
田
浩
平
、
七
等
手
代
角
堅
吉
、
十
一
等
手
代
田
中
金
彦
ノ
六
名
何
レ
モ
本
人

ノ
請
求
ニ
依
り
解
傭
ス
ル
事
」
、
「
青
木
鉄
太
郎
ヲ
手
代
二
傭
入
し
外
国
為
換
方
申
付
ル
事
」

「
高
橋
正
信
ヲ
手
代
二
傭
人
レ
出
納
方
申
付
ル
事
」
「
清
水
良
介
ヲ
手
代
二
傭
人
レ
内
国
為

－2()－



追
記本

稿
は
、
平
成
二
十
年
度
～
平
成
二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｃ
）

研
究
課
題
「
川
島
忠
之
助
資
料
か
ら
見
た
明
治
期
の
横
浜
正
金
銀
行
」
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
資
料
の
調
査
閲
覧
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
正
友
会
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
お
よ
び
横
浜
市
史
資
料
室
、
ま

た
川
島
忠
之
助
資
料
の
調
査
分
析
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
川
島
瑞
枝
氏
と
鈴
木
努

氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
．

換
方
申
付
ル
事
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
三
名
は
日
本
銀
行
か
ら
移
っ
て
き
た
行

員
で
あ
る
。

、

－21－



表
3
横
浜
正
金
銀
行
員
の
等
級
の
変
遷
（
1
8
8
0
年
～
2
9
9
7
年
）

第
5
回

1
8
8
2
年
1
月
～
6
月

第
6
回

1
8
8
2
年
7
月
～
1
2
月

第
3
回

1
8
8
1
年
1
月
～
6
月

第
4
回

1
8
8
1
年
7
月
～
1
2
月

第
2
回

1
8
8
0
年
7
月
～
1
2
月

第
1
回

1
8
8
0
年
(
明
治
1
3
)
年
2
月
～
6
月

神戸支店

神戸支店人

本店
支店

本店
支店

月給
職階

本店
支店
月給

本店
支店
月給

職階
月給

職階
職階

等級
月給

職階
本店

月給
職階

本店

人
人
円

人
人

人
円

人
円

人
人
円

人
円

人
円

人

頭
取

畠
'1頭
取

取
締
役

頭
取

副
頭
取

取
締
役

l等
頭
取

副
頭
取

取
締
役

器
隠
葱

Ｍ｜帥加

１１’７

頭
取

畠
11頭
取

取
締
役

１二６

血一帥一ｍ

１’１５

１－６

１国－５

、｜卯加

１’１’５

皿卯一ｍ
2
等

外
l正
I部
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

本
店
支
配
人

本
店
支
配
人

(取
締
役
兼
務
）

本
j
門
支
配
人

(副
頭
取
兼
任
）

本
店
支
配
人

痔
本
店
支
配
人

本
店
支
配
人

1
1

8
0

8(）
8(）

１
1

8
0

8
0

8
0

本
店
副
支
配
人

神
戸
支
店
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

本
店
副
支
配
人

神
戸
支
店
支
配
人

本
店
副
支
配
人

神
戸
支
店
支
配
人

本
店
副
支
配
人

神
戸
支
店
支
配
人

本
店
副
支
配
人

神
戸
支
店
支
配
人

本
店
副
支
配
人

神
戸
支
店
支
配
人

4等
２

1
２

1
6
0

1
6
0

6
0

1
6(）

6
0

1
2

6(）

課
長

神
戸
出
張
員

(
本
店
に
は
大
阪
出
張

員
1名
を
含
む
）

課
長

神
戸
支
店
課
長

手
代

手
代

手
代

手
代

5
0

4
5
0

I
2

1
1

5
5
0

5
1
5
0

5
0

2
釦

5
等

:計
祭

垂垂垂垂蔀垂垂款垂款

手
代

垂垂款垂款款垂款款示

１－１’’’’２’

３ｌ２ｌ１ｌ３ｌ２ｌ１ｌ１２ｌ２３

句
『
ー

。
｡

３３ｌ１４ｌ２ｌ１ｌ１ｌ２ｌ２３

１１１

４３５２１１２２３

１１

妬一鋤一諏窃一別弼陥一鴫昭一勉皿一ｍ

弱一鋤一”｜溺一鋤一鴫舶一妬昭一吃

2

垂献
1

1
1
3
0
1
手
代

手
代

２１

1
鋤”｜坊訓略

2
1

1
3
0

6
等

手
代

糾
禁

::一
際

垂款垂垂垂垂垂蔀家

妬一鋤一昭一賂鴫一咽岨

３３ｌ１ｌ１３ｌ２ｌ３ｌ２－３

５－１

４－１

１画詞Ｉ

薪読

1

款垂靴靴

塒肥
7
等

手
代

四
■
m
1
5
手
代

■
■
口
■
■
’2
手
代

■
■
國
亘
’
0
手
代

四
■
■

1
頁
ユ
且
〃

1
2

1
2

２
1
5

1
3

1
2

6

汁
際

汁
汁
W
蕪

1
0

H
謡
際

器
戸
際

２２

２’２

i
l

I

2
1

8
等

~

垂垂垂示

款家一垂款

垂款諫家

垂垂款示

垂垂垂読

壁壁跨

垂垂垂蔀

９８－７－６

９８ｌ７６

１－３１

９二８’７’６

９ｌ８ｌ７６

９’８’７

９－８－７６

１’４

半
坐万

２－１

２．１

6
1
ワ
竺

八
合
雨
丁

手
代
見
習

5
手
代
見
習

手
代
見
習

手
代
見
習

手
代
見
習

手
代
見
習

1
3
等

5
5

１画１

5
5

１画１

1
ひ

手
代
見
習

手
代
見
評

手
代
見
習

~手
代
見
習

手
代
見
習

手
代
見
習

手
代
見
習

~手
代
見
習

手
代
見
習

手
代
見
習

手
代
見
習

手
代
見
習

壁鍔

４３

４３

４．３

４－３

４－３

４－３

等
外

Z
函
■
、

4
9

計・

霜
■画
唖函

■阜
唖函

4
1

1
9

5
0

噸
■
3

4
1

“函

本
店
中
に紐
育
出
張
員
6
等
手
代

倫
敦
出
張
員
5
等
手
代

里
昂
出
張
員
5
等
手
代

メ
ル
ボ
ル
ン
出
張
員
5
等
手
代

を
含
む

本
店
中
に紐
育
出
張
員
6
等
手
代

倫
敦
出
張
員
5
等
手
代

里
昂
出
張
員
5
等
手
代

メ
ル
ボ
ル
ン
出
張
員
5
等
手
代

を
含
む

本
店
中
に

紐
育
出
張
員

倫
敦
出
張
員

上
海
出
張
員

を
含
む

本
店
中
に

紐
育
出
張
員

龍
動
出
張
員

を
含
む

名名名名 ○台１人１上１１

名名名名 １１１１

1名

2名

名名名

利１１入１八



呂
’

第
7
回

1
8
8
3
年
1
月
～
6
月

’
第
9
回

1
8
8
4
年
1
月
～
6
月

第
81口
1

1
8
8
3
年
7
月
～
1
2
月

第
101,1

1
8
8
4
年
7
月
～
1
2
月

第
1
1
回

1
8
8
5
年
1
月
～
6
月

麦普尼出張員

里昂出張員

紐育出張員

倫敦支店

神戸支店

本店

里昴出張員

紐育出張員

倫敦支店

神戸支店

本店

神戸支店

等級
月給

職階
沓
|皆
月給

職階
苫
|藍
月給

職階
本店

月給
職階

月給
職階

叩■

硝
鼎
蒜

出’
円

四
囲

画
面
団
■

円
人
｜
人
|
人
|
人
｜
人
人
円

人
｜
人
人
1
人
|
人

ﾖ'呼
'照

2
等

頭
取

~取
締
役

淵
駕
雇

fH鶚
濯

÷
片
片

+片
片

5
1
10
1
取
締
役

５

本
店
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

本
店
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

本
店
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

本
店
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

本
店
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

3
等
6
5

6
5

6
5

6
5

戸
F

D
D

本
店
畠
'1支
配
人

神
戸
支
店
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

本
店
笛
11支
配
人

神
戸
支
店
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

本
店
副
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

本
店
副
支
配
人

(取
締
役
兼
任
）

4
等
5
0

1
5
0

1
5
0

5
0

1
5
0

神
戸
支
店

支
配
人
心
得

神
戸
支
店

支
配
人
心
得

手
代

手
代

支
配
人
心
得

3
0

5
1
1
3
0

3
5

、
『
一

ｺ
0

6
11
1

1

１１｜

１１１１

２１

１１１１１２

６１１２１１４５１２１１

3
5

1
5
等

::-際手
代

垂垂款

手
代
・
支
配
人
心
得

手
代

手
代

６’１

利一弱一羽

3
0

７－２’１

1
1
1

1
1

■
三
宮

25
1
手
代

2
５３

２２
ｌ認Ｉ

6
等

款一垂款一献

畷両応応

一

~

手
代

手
代

20
1手
代

18
1手
代

16
1手
代

手
代

手
代

代代代

手手手

０８７６

２１１１

垂款
2
0
1
F
代

'8
1手
代

16
1手
代

1

非
加一鴫Ⅳ

1
２１

三２１
1

7
等

手
代

1
6

1

款一垂垂垂垂款諫弄家家

手
代

手
代

垂垂垂款

款示垂款

垂款垂款

喝一過吃一ｕ叩－９’８’７｜卸－６

１１－１

喝昭一哩ｎ－ｍ－９ｌ８ｌ７｜卸６

咽一喝一吃Ⅱ

５
鴫一蝿哩一ｕ

２１ｌ３１ｌ１

１１’１

妬一Ｍ

4
1

1
1

1

旦
工

1

】１ｌ３１ｌ２

半
8
等

靴垂垂垂垂垂款蔀

⑫皿

痔一癖一跨一

１１
1

8
1
手
代

1
8

11手
代

1

零
斗
垂

芋
陣

諾
２１

２’１

2
１１

脚

６

２’１１

2
12等

手
代
見
習

5
1
句
睦

止
｡
=
守

手
代
兇
習

手
代
見
習

手
代
見
習

手
代
見
習

6
6

｡

吟毒
手
代
見
習

~手
代
見
習

手
代
見
料

手
代
見
習

４二３

４３

等
外

雇
員

雇
員

雇
員

雇
員

雇
員

1
3
～
1
5

1
2
～
3
0

７｜児

7
～
3
0

糸
4
6

１９
諾
7
～
3
0

7
～
3
0

■■函
４

３認

１９

８羽
凹
凹
■
｜

｜
｜*Ⅲ

祠
師
団
4

1
2

1
1

5
9

計需
4
7

4
9

本
店
中
に

紐
育
出
張
員

倫
敦
出
張
員

里
昂
出
張
員

メ
ル
ボ
ル
ン
出
張
員

を
含
む

本
店
中
に

本
店
中
に

＊
メ
ル
ボ
ル
ン
出
張
員
は
代
理
人

名名名名 利且１１１且１人

紐
育
出
張
員

倫
敦
出
張
員

里
昂
出
張
員

名名名 ｏＯ１上１１

紐
育
出
張
員

倫
敦
出
張
員

里
昂
出
張
員

名名名 ３１１

を
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